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学
は
「
或
る
も
の
に
つ
い
て
の
知
」
(
I
I
.
1

4

)

で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
「
特
殊
な
知
」

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
知
識
学
は
「
知
の
理
論
」
で
あ
り
、
「
知
の
知
」
で
あ
る
（
以
下

I
•H
.
 F
i
c
h
t
e

編
の
全
集
に
よ
る
。
I
I
.
7
)

。
従
っ
て
知
識

(
e
b
e
n
d
a
)
、
あ
ら
ゆ
る
「
特
殊
な
学
」

(

I

.

5
7
 ,
 6

2
 

e
t
c
.
)
 

の
根
拠
を
求
め
、
或
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
知
そ
の
も
の
、
意
識
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
「
学
一
般
の
学
」

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
(
-
七
九
四
年
）
に
お
い
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
あ
ら
ゆ
る
知
の
根
拠
と
し
て
「
事
行
」

(
T
a
t
h
a
n
d
l
u
n
g
)

(
I
.
 9
1
 `
 
9
6
 e
t
c
.
)
~
-
l
¾
t
'

え
る
。
吉
ヂ
た
打
は
自
我
の
純
粋
な
あ
り
方
で
あ
る
。
自
我
が
意
識
の
根
拠
へ
と
反
省
し
、
捨
象
し
う
る
も
の
す

べ
て
を
取
り
除
い
た
時
、
残
る
の
は
「
我
在
り
」
と
い
う
直
接
的
な
意
識
で
あ
る
。
こ
の
「
我
在
り
」
が
意
識
の
根
拠
と
し
て
の
事
行
の

表
現
で
あ
る

(
V
g
l
.
l
.
9
6
)

。

で
あ
る
。
自
我
と
は
、
あ
る
が
故
に
、
あ
る
が
ま
ま
に

(
s
o
w
i
e
)

、
端
的
に
自
己
自
身
の
存
在
を
措
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
我
の
、

自
己
自
身
に
よ
る
端
的
な
自
己
措
定
の
「
働
き

(
H
a
n
d
l
u
n
g
)

」
が
、
自
我
の
本
質
で
あ
り
、
自
我
の
「
純
粋
な
能
動
性
(die

r
e
i
n
e
 

T
a
t
i
g
k
e
i
t
)
」

で
あ
る
。

「
我
在
り
」
と
い
う
意
識
は
、
自
我
に
と
っ
て
、
我
在
り
と
措
定
す
る
(
s
e
t
z
e
n
)
こ
と
に
よ
っ
て
可
能

で
あ
る
。
か
か
る
自
己
自
身
に
よ
る
自
己
措
定
の
能
動
性
に
よ
っ
て
、
自
我
は
あ
り
、
自
我
は
あ
る
が
故
に
、
端
的
に

ー

ィ
エ
ナ
期
を
中
心
に
し
て

知
的
直
観
と
構
想
力

フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
お
け
る

山

ロ

和

子

(I. 4
6
)
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「
我
は
我
な
り
」

は
単
な
る
同
語
反
復
で
は
な
く
、
自
己
の
実
在
性

つ
ま
り
、
在
る
と
は
自
己
と
等
し
く
在
る
こ
と
で

自
己
自
身
を
措
定
す
る
働
き
で
あ
る
。
自
己
措
定
の
働
き
の
前
に
、
自
我
の
存
在
が
あ
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
働
き
の
結
果
と
し
て
自
我

の
存
在
が
産
出
さ
れ
る
の
で
も
な
い
。
自
我
に
と
っ
て
、
そ
の
存
在
と
働
き
は
同
一
で
あ
る
。

「
我
は
我

フ
ィ
ヒ
テ
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
、

己
自
身
を
措
定
す
る
こ
と
と
、
在
る
こ
と
と
は
自
我
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
れ
ば
、
ま
っ
た
＜
等
し
い
」

己
自
身
を
措
定
す
る
も
の
、
働
く
も
の

(
d
a
s
 
H
a
n
d
e
l
n
d
e
)

で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
が
措
定
す
る
も
の
(
w
a
s
・
e
s
s
i
c
h
 
s
e
t
z
t
)
で
あ

り
、
能
動
性
の
所
産
と
し
て
の
事
(
T
a
t
)

で
あ
る
(Vgl.I.
9
6
)

。
事
行
は
、
働
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
働
き
の
所
産
で
あ
る
自
我

の
、
働
き
と
働
き
か
ら
生
ま
れ
る
事
と
が
同
一
な
る
自
我
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

事
行
と
は
、
「
所
産
は
働
き
の
遂
行
の
内
に
あ
り
」
「
働
き
自
身
が
所
産
で
あ
る
」
自
我
の
本
質
的
な
あ
り
方
を
表
わ
し
て
い
る
。
か
か
る
自

(
2
)
 

我
は
「
絶
対
的
な
始
ま
り
」
で
あ
り
、
「
絶
対
的
な
生
成
」
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
か
か
る
自
我
に
全
実
在
性
を
帰
す
る
。

存
在
す
る
こ
と
と
措
定
す
る
こ
と
が
同
一
で
あ
り
、
措
定
す
る
働
き
ど
、
そ
の
働
き
の
所
産
で
あ
る
措
定
さ
れ
た
も
の
が
同
一
で
あ
る

自
我
に
お
い
て
、
端
的
に
措
定
さ
れ
た
自
我
と
存
在
す
る
自
我
と
は
、
同
一
で
あ
る
。
事
行
な
る
自
我
に
お
い
て
、

い
う
同
一
命
題
は
、
無
制
約
に
成
立
す
る
。
従
っ
て
、
自
我
は
在
る
と
い
う
こ
と
と
、
自
我
は
自
己
自
身
と
等
し
く
在
る
と
い
う
こ
と
と

は
同
じ
で
あ
る
。
「
I
c
h
b
i
n
 
l
c
h
」
な
る
同
一
命
題
に
お
け
る

b
i
n
は
、
論
理
命
題
「
A
ist 
A
」
に
お
け
る

i
s
t
が
単
な
る
コ
プ
ラ
で

(
3
)
 

あ
る
に
過
ぎ
ぬ
の
に
対
し
、
存
在
論
的
な
意
味
を
有
す
る
。
働
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
働
き
の
所
産
で
あ
る
自
我
に
お
い
て
、

な
り
」
は
「
我
在
り
」
と
同
一
で
あ
り
、
自
我
の
自
己
措
定
の
働
き
の
所
産
で
あ
る
。

(
4
)
 

あ
り
、
自
己
と
等
し
く
自
己
を
措
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

へ
の
、
自
己
の
能
動
性
へ
の
自
己
確
信

(
S
e
l
b
s
t
g
e
w
i
.
B
h
e
i
t
)

で
あ
る
。
こ
の
自
己
確
信
は
、
自
己
以
外
の
何
も
の
に
も
依
ら
ぬ
、
自

己
自
身
に
お
け
る
、
自
己
自
身
に
よ
る
確
信
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
の
、
あ
ら
ゆ
る
知
の
基
礎
と
な
る
確
信
で
あ
る
。
在
る
が
故
に
、

つ
ま
り
、

「
我
は
我
な
り
」
と

ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

(I. 9
8
)

。
従
っ
て
、
自
我
は
自 「自
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り
、
同
一
な
る
自
我
に
属
す
る
」

(I.
2
6
4
)
。

か
か
る
絶
対
我
に
お
い
て
、

「
最
高
の
統
一
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
か
か
る
絶

る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、

自
己
の
存
在
を
、
自
己
の
働
き
を
端
的
に
確
信
す
る
自
我
は
、
自
己
に
対
し
て
在
り
、
自
己
に
対
し
て
自
己
を
措
定
す
る
、
対
自
存
在
で

あ
る
。
自
己
自
身
を
措
定
す
る
働
き
は
、
そ
の
措
定
の
対
象
が
自
己
自
身
で
あ
る
故
に
、

i
n
 
s
i
c
h
 
s
e
l
b
s
t
)
」（

I.
4
5
8
,
 

• 
4
6
2
e
t
c
)
 

ii!.¥I¥J
で
土
り
る
。
白
品
奴
が
働
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
所
産
で
あ
る
と
は
、
自
我
が
自
己
自

身
の
う
ち
へ
還
帰
し
つ
つ
、
自
己
に
対
し
て
自
己
を
構
成
し
、
成
立
せ
し
め
る
能
動
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
事
行
な
る
自
我
は
、
働
き

の
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
客
体
で
あ
る
。
自
己
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
自
我
、
そ
れ
故
、
そ
の
存
在
を
自
ら
始
め
、
産
出
す
る

「
絶
対
的
主
体
」
(
I
.

9
7
)

と
し
て
の
自
我
は
、
同
時
に
自
ら
の
働
き
の
対
象
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
。
事
行
な
る
自
我
の
自
己
同
一
は
、

自
我
の
自
己
を
措
定
し
、
自
己
へ
と
還
帰
す
る
働
き
に
お
け
る
自
己
同
一
で
あ
り
、

「
主
体
と
客
体
の
同
一
性
」

(I.
9
8
 A
n
m
.
)
 

で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
認
識
は
、
主
観
に
お
け
る
概
念
と
対
象
に
お
け
る
直
観
と
の
綜
合
に
お
い
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
た
如

く
、
知
は
、
主
観
と
客
観
の
合
致
に
お
い
て
成
立
す
る
。
そ
れ
故
事
行
と
し
て
の
「
主
観
ー
客
観
」
(
I
.

9
8
 
A
n
m
.
)
な
る
自
我
が
、
あ
ら
ゆ

る
知
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
、
知
性
の
原
理
と
し
て
、
知
識
学
の
出
発
点
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
自
我
に
お
け
る
同
一
性
は
、

自
我
の
純
粋
能
動
性
で
あ
る
自
己
措
定
の
能
動
性
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
自
我
の
純
粋
能
動
性
は
、
自
我
の
存
在
の
根
拠
で
あ
り
、
端
的

に
自
己
自
身
に
よ
っ
て
、
自
己
自
身
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
自
己
の
外
に
い
か
な
る
制
約
を
も
有
さ
ぬ
無
限
な

る
能
動
性
で
あ
る
。
か
か
る
無
限
な
る
能
動
性
を
有
す
る
自
我
は
、
そ
れ
自
身
無
限
な
る
も
の
で
あ
り
、
「
絶
対
我
」
(
d
a
s
a
b
s
o
l
u
t
e
 I
 c
h
)
 

と
呼
ば
れ
る
。
か
か
る
絶
対
我
は
、
自
ら
自
身
に
よ
っ
て
始
め
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
自
己
原
因
で
あ
り
、
自
ら
自
身
を
対
象
と
し
、
目

(
5
)
 

的
と
す
る
故
に
、
自
己
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
実
在
性
を
有
し
、
自
己
の
外
に
も
内
に
も
他
者
を
有
さ
ぬ
一
に
し
て
全
な
る
も
の
で
あ

「
絶
対
我
は
端
的
に
自
己
自
身
に
等
し
い
。
全
て
は
絶
対
我
に
お
い
て
、
同
一
な
る
自
我
で
あ

「
自
己
自
身
へ
還
帰
す
る

(
N
u
r
i
i
c
k
k
e
h
r
e
n
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ス
ピ
ノ
ザ
の
実
体
概
念
と
の
類
似
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
自
身
も
、
'

識
学
に
お
い
て
再
び
見
出
す
で
あ
ろ
う
」

(I.
1
0
1
)

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
絶
対
我
は
、

も
の
に
も
還
元
さ
れ
え
ぬ
、
自
己
を
産
出
す
る
働
き
で
あ
り
、
絶
対
的
な
生
成
で
あ
る
。
絶
対
我
は
「
能
動
的
な
る
も
の
」
即
ち
能
動
的
実

す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
絶
対
我
は
有
限
な
経
験
的
自
我
を
越
え
た
所
に
、

る
の
で
は
な
く
、
経
験
的
自
我
の
う
ち
に
、
経
験
的
自
我
の
根
拠
と
し
て
、
ま
た
「
我
々
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
．
産
出
さ

れ
え
な
い
或
る
も
の
」

(I.
1
0
1
)とし
て
、
そ
れ
故
「
理
念
」
(
1
.
1
1
7
•

1
2
1
 

etc.)
と
し
て
存
在
す
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
考
え
る
。
従
っ
て
、

事
行
な
る
自
我
は
、
経
験
的
自
我
の
現
実
性
で
も
な
く
、
経
験
的
自
我
を
越
え
た
絶
対
者
の
現
実
性
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
実
践
的
な
無

限
な
要
求
の
根
底
に
必
然
的
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
自
我
の
理
念
」
(
I

廷
7
7
)

で
あ
る
。
事
行
は
自
我
の
即
自
的
な
姿
で
あ
り
、
自
我
の

純
粋
な
本
質
で
あ
る
。
か
か
る
も
の
と
し
て
事
行
は
、
自
己
の
外
に
、
自
我
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
非
我
を
有
す
る
現
実
的
な
自
我
の
理

念
で
も
あ
る
。
自
己
の
外
に
非
我
を
見
出
し
、
そ
の
か
ぎ
り
、
非
我
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
制
限
さ
れ
、
そ
の
同
一
性
を
失
な
っ
た
自
我

に
と
っ
て
、
事
行
は
、
自
ら
が
本
来
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
当
為
で
あ
る
。
絶
対
我
に
お
け
る
、

直
接
的
な
主
観
と
客
観
の
同
一
性
、
直
接
的
な
自
己
意
識
、

い
か
な
る
媒
介
を
も
必
要
と
し
な
い
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
そ
れ
を
「
純
粋
意
識
」

(I.
1
0
0
)

と
呼
ん
で
い
る
が
、
か
か
る

純
粋
意
識
は
理
念
と
し
て
、
経
験
的
意
識
を
基
礎
づ
け
る
。
で
は
、
か
か
る
純
粋
意
識
が
い
か
な
る
形
で
、
経
験
的
意
識
を
基
礎
づ
け
る

か
か
る
い
か
な
る
対
立
を
も
有
さ
ぬ
純
粋
意
識
は
、
意
識
と
し
て
は
成
立
し
え
な
い
。
意
識
は
、
そ
の
意
識
の
形
式
（
主
観
）
と
そ
の

の
か
を
次
に
考
察
し
た
い
。

II 

「
あ
る
現
実
に
与
え
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
存
在
す

体
で
は
な
く
、

-, 
／ー

イ丁
L-

で
あ
り

(I.
4
4
0
)

、
能
動
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
絶
対
我
は
そ
れ
自
身
で
存
立

対
我
に
、

い
か
な
る
実
体
的
な

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
最
高
の
統
一
を
我
々
は
知
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に
、
そ
れ
は
全
て
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
純
粋
我
は
直
観
と
し
て
在
る
。
か
か
る
直
観
は
感
性
的
で
は
な
い
故
に
、

i
n
t
e
l
l
e
k
t
u
e
l
l
e
 
A
n
s
c
h
a
u
u
n
g
)
 (I. 4
6
3
,
 4
6
4
 etc.)
で
あ
る
。
知
的
古
匡
観
は
、
自
我
の
実
在
性
へ
の
、
自
己
の
働
き
へ
の
、
自
己
の
同

一
性
へ
の
自
己
直
観
で
あ
り
、
事
行
な
る
純
粋
我
は
、
知
的
直
観
と
し
て
経
験
的
自
我
の
う
ち
に
あ
る
。
従
っ
て
、
知
的
直
観
は
事
行
な

る
自
我
の
在
り
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
知
的
直
観
は
、
自
己
自
身
の
内
へ
還
帰
し
、
自
己
を
反
省
す
る
自
我
、

(
8
)
 

て」
(
f
l
i
r

d
e
n
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
e
n
)
「
意
識
の
事
実
」
(
I
.

4
6
5
)

で
あ
る
。
従
っ
て
、
知
的
直
観
は
経
験
的
意
識
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、

か
か
る
も
の
と
し
て
、
知
的
直
観
は
純
粋
意
識
と
経
験
的
意
識
の
媒
介
を
な
す
。
純
粋
意
識
は
知
的
直
観
と
し
て
、
あ
る
い
は
知
的
直
観

を
介
し
て
、
経
験
的
意
識
を
基
礎
づ
け
、
限
定
す
る
。
知
的
直
観
は
、
事
行
と
し
て
の
自
我
を
意
識
の
領
域
へ
も
た
ら
す
可
能

性
の
制
約
で
あ
る
故
に
、
自
己
意
識
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
は
自
己
意
識
の
統
一
の
も
と
で
成
立
す
る
故
に
、
あ
ら

ゆ
る
意
識
の
、
あ
ら
ゆ
る
知
の
可
能
性
の
制
約
で
も
あ
る
。

の
可
能
的
意
識
は
、
そ
こ
に
お
い
て
、
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
が
端
的
に
一
で
あ
る
直
接
的
な
意
識
を
前
提
す
る
」
(
I
.
5
2
8
)

。

か
か
る
知
的
直
観
を
介
し
て
、
自
我
は
現
実
に
自
己
自
身
の
う
ち
へ
還
帰
す
る
こ
と
が
で
き
、
対
自
た
り
う
る
。
知
的
直
観
は
、
自
己
自
身
を
反

(
9
)
 

省
す
る
哲
字
者
の
導
き
の
糸
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
知
的
直
観
は
絶
対
我
の
在
り
方
で
あ
る
と
同
時
に
、
絶
対
我
の
働
き
へ
の
哲
学
者
の
直
観
で

あ
る
。
絶
対
我
の
働
き
は
、
哲
学
者

I

の
、
あ
る
い
は
自
己
を
反
省
す
る
自
我
の
自
己
還
帰
の
働
き
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
意
識
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、

て
で
あ
り
、
無
で
あ
る
」
(
I
.
2
6
5
)

。

さ
ぬ
直
接
的
な
同
一
性
は
、
現
実
的
な
意
識
と
し
て
は
成
立
し
な
い
。

内
容
（
存
在
、
客
観
）
と
の
対
立
を
介
し
て
の
み
、
そ
の
対
立
を
介
し
た
綜
合
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
故
に
、

い
。
自
我
は
自
己
に
と
っ
て
無
で
あ
り
、
措
定
す
る
も
の
と
措
定
さ
れ
た
も
の
を
自
己
自
身
に
お
い
て
区
別
し
え
な
い
故
に
、
自
我
は
全

事
行
な
る
自
我
は
、
自
己
自
身
に
と
っ
て
無
で
あ
り
、
把
握
し
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、

「
主
観
的
な
も
の
の
客
硯
的
な
も
の
と
し
て
、
全
て

「
絶
対
我
に
は
、

つ
ま
り
「
哲
学
者
に
と
っ

「
知
的
直
観
」
(
d
i
e

い
か
な
る
区
別
も
な
く
、

い
か
な
る
多
様
も
な

い
か
な
る
対
立
を
も
介
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ィ
ヒ
テ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、

的
直
観
は
、

再
構
成
さ
れ
る
故
に
、
知
的
直
観
は
哲
学
者
の
働
き
そ
の
も
の
へ
の
直
観
で
あ
り
、
自
己
を
反
省
す
る
自
我
の
純
粋
な
自
己
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
知
識
学
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
知
的
直
観
は
、
「
存
在
へ
の
直
観
で
は
な
く
、
働
き
へ
の
直
観
で
あ
る
」
(I.
4
7
2
)

故
に
、

カ
ン
ト
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
物
自
体
へ
の
直
観
、
超
感
性
的
な
直
観
と
し
て
の
知
的
直
観
と
は
異
な
る
と
考
え
る
。
「
知
識
学
は
、
カ
ン

ト
の
説
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
よ
く
理
解
さ
れ
た
カ
ン
ト
哲
学
以
外
の
い
か
な
る
も
の
で
も
な
い
」
(
I
:
4
6
9
)

。

ィ
ヒ
テ
の
確
信
で
あ
る
。
し
か
し
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
カ
ン
ト
の
哲
学
で
は
「
全
哲
学
の
基
礎
」

(I.
4
7
2
)

が
、
問
題
と
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
故
に
、
理
論
理
性
と
実
践
理
性
は
、
同
じ
人
間
の
理
性
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
が
フ

の
と
し
て
、
他
方
は
、
あ
る
べ
き
世
界
に
向
か
う
無
限
な
も
の
と
し
て
、
い
か
な
る
共
通
の
根
(
d
i
e

W
 
u
.
r
z
e
l
)
を
も
有
す
る
こ
と
な
し

(10) 

に
、
両
者
の
間
に
は
「
見
渡
し
が
た
い
溝
」
が
置
か
れ
た
。
カ
ン
ト
の
体
系
に
お
い
て
は
、
人
間
の
生
は
分
裂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人

間
は
自
由
で
あ
り
、
実
践
的
で
あ
る
故
に
、
自
己
を
限
界
づ
け
、
有
限
た
ら
し
め
る
現
に
あ
る
世
界
に
向
か
い
、
自
ら
の
有
限
性
の
根
拠

を
、
自
ら
に
対
し
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
の
自
由
へ
の
意
識
、
自
己
意
識
が
可
能
で
あ
る
故
に
、
人
間
は
か
か

る
自
由
を
実
現
せ
ん
と
し
て
、
実
践
的
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
人
間
理
性
を
、

「
自
己
能
動
性

(
S
e
l
b
s
t
t
i
i
t
i
g
k
e
i
t
)

」

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
分
裂
か
ら
救
う
た
め
に
は
、
理
論

理
性
と
実
践
理
性
の
間
の
共
通
の
根
が
、
人
間
理
性
の
根
拠
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
共
通
の
根
へ
の
問
い
が
、

ィ
ヒ
テ
を
し
て
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
の
交
互
限
定
へ
の
道
を
、
そ
れ
故
弁
証
法
へ
の
道
を
歩
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

テ
は
、
か
か
る
根
と
し
て
、
事
行
を
、
そ
し
て
、
事
行
へ
の
直
観
と
し
て
の
知
的
直
観
を
考
え
る
。
そ
れ
故
‘

へ
の
直
観
、
理
念
へ
の
直
観
と
し
て
、

「
全
哲
学
を
純
粋
我
の
上
に
構
築
せ
ん
」

(I.
4
7
2
)

と
す
る
の
で
あ
る
。

フ

フ
ィ
ヒ

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
知

「
生
の
源
泉
」

(I.
4
6
3
)
 

で
あ
る
。

フ

知
的
直
観
は
、
自
我
の
働
き
へ
の
直
観
で
あ
り
、
働
き
に
お
け
る
自
己
の
同
一
性
へ
の
直
観
で
あ
る
。
従
っ
て
、
知
的
直
観
は
「
意
識

一
方
は
、
現
に
あ
る
世
界
に
向
か
う
、
有
限
な
も
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「
先
験
的
統
一
」
と
呼
ば
れ

の
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
現
れ
」

(I.
4
6
3
)

、
自
我
の
あ
ら
ゆ
る
表
象
に
伴
う
。
か
か
る
知
的
直
観
に
よ
っ
て
、

「
私
の
表
象
」

と
し
て
意
識
の
領
域
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る

(I.
4
7
4
)

。
こ
の
よ
う
に
、

意
識
の
主
観
と
結
び
つ
け
つ
つ
、
自
己
自
身
へ
の
直
観
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
の
主
観
と
客
観
を
区
別
す
る
。
従
っ
て
、
知

い
か
な
る
自
己
の
働
き
を
も
、
表
象
を
も
自
覚
し
え
な
＇
い
。
自
覚
し

え
な
い
働
き
や
、
表
象
は
、
自
我
に
と
っ
て
は
無
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

性
の
根
源
的
な
制
約
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

d
e
n
k
e
 

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

知
的
直
観
は
、
意
識
の
客
観
を

一
歩
も
歩
み
え
な

い
し
、
手
も
足
も
動
か
し
え
な
い
」

(I.
4
6
3
)

と
言
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
も
、
知
的
直
観
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
の
可
能

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
可
能
性
の
根
源
的
な
制
約
と
し
て
の
知
的
直
観
を
、

カ

ン
ト
に
お
け
る
純
粋
統
覚
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
。
カ
ン
ト
に
お
け
る
純
粋
統
覚
は
、
「
l
c
h

d
e
n
k
e
」
の
意
識
で
あ
る
。
同
時
に

l
c
h

(10) 

は
、
感
性
的
直
観
の
多
様
を
結
合
す
る
悟
性
の
「
自
発
性
の
作
用
」
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
純
粋
統
覚
は
、

ゆ
る
表
象
に
伴
い
え
ね
ば
な
ら
ぬ

Ich
d
e
n
k
e
と
い
う
表
象
を
産
出
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
よ
う

(11) 

な
自
己
意
識
で
あ
る
」
。

従
っ
て
、
純
粋
統
覚
は
、
そ
れ
自
身
統
一
の
表
象
で
あ
る
が
、
同
時
に
自
発
性
の
作
用
で
あ
り
、
悟
性
の
働
き

で
あ
る
。
こ
の
純
粋
統
覚
に
よ
っ
て
、
表
象
は
「
私
の
表
象
」
と
し
て
意
識
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
汎
通
的
同
一
性
に
よ
っ
て
、
意
識

(12) 

「
第
一
の
純
粋
な
悟
性
認
識
」
で
あ
り
、
か
か
る
統
一
に
基
づ

に
お
け
る
汎
通
的
連
関
が
与
え
ら
れ
る
。
か
か
る
純
粋
統
覚
の
統
一
は
、

い
て
の
み
、
悟
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
た
綜
合
統
一
が
可
能
と
な
り
、
認
識
が
可
能
と
な
る
故
に
、
意
識
の
根
源
的
な
統
一
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
純
粋
統
覚
の
統
一
は
、
経
験
的
認
識
の
可
能
性
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
基
礎
づ
け
る
統
一
と
し
て
、

(13) 

る
。
か
か
る
統
覚
に
よ
る
統
一
は
、
自
我
の
自
己
同
一
に
も
と
づ
く
「
分
析
的
統
一
」
で
あ
る
。
こ
の
統
覚
の
分
析
的
統
一
は
、
悟
性
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
た
「
綜
合
的
統
一
」

の
必
然
的
な
制
約
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
綜
合
的
統
一
を
前
提
と
し
、
綜
合
的
統
一
な
し
に
は

的
直
観
な
し
に
は
、
自
我
は
対
象
の
う
ち
に
自
己
を
失
い
、

け
ら
れ
」
、

「
私
は
知
的
直
観
な
し
に
は
、

「
あ
ら

「
表
象
は
主
観
へ
と
関
係
づ
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式
的
な
自
覚
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
自
我
と
い
う
表
象
は
、

「
そ
れ
に
対
し
て
い
か
な
る
概
念
を
も

「
単
純
な
、
そ
れ
自
体
で
は
内
容
に
お
い
て
全
く
空
虚
な
表
象
」

で

無
内
容
で
あ
る
。
統
覚
の
同
一
性
は
、
感
性
的
多
様
の
綜
合
を
介
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
純
粋
統
覚
は
、
悟
性
に
よ
る
感
性

的
多
様
の
綜
合
的
統
一
の
内
に
お
い
て
、
そ
の
綜
合
的
統
一
を
基
礎
づ
け
つ
つ
、
同
時
に
か
か
る
綜
合
的
統
一
を
介
し
て
、
そ
の
同
一
性

を
貫
く
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
自
己
意
識
は
、
感
性
的
多
様
を
自
己
の
内
容
と
し
つ
つ
、
自
己
に
還
帰
す
る
自
己
意
識
で
は
な
く
、
感
性
的

多
様
を
ど
こ
ま
で
も
自
ら
の
他
者
と
す
る
形
式
的
な
自
己
意
識
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
純
粋
統
覚
は
、
同
一
の
悟
性
の
働
き
で
あ

る
綜
合
的
統
一
を
基
礎
づ
け
、
自
ら
も
ま
た
、

的
統
一
を
、
自
ら
の
働
き
と
し
て
、
自
ら
の
内
容
と
し
て
産
出
し
え
な
い
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
悟
性
の
多
様
に
お
け
る
綜
合
は
、
た

と
え
そ
れ
が
統
覚
の
同
一
性
の
前
提
で
あ
る
と
し
て
も
、
ど
こ
ま
で
も
統
覚
に
と
っ
て
他
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
同
一
性
は
、

テ
の
知
的
直
観
に
お
け
る
ご
と
き
、
自
ら
を
対
象
と
す
る
自
我
の
主
観
ー
客
観
な
る
同
一
性
で
は
な
く
、
形
式
的
な
同
一
性
で
あ
り
、
形

あ
り
、
「
全
て
の
概
念
に
伴
う
単
な
る
意
識
」
で
あ
り
、
「
特
別
な
対
象
を
区
別
す
る
表
象
で
は
な
く
、
表
象
一
般
の
単
な
る
形
式
」
で

(14)

（

15) 

あ
る
。
従
っ
て
、
純
粋
統
覚
は
、
表
象
の
産
出
に
お
い
て
、
「
先
験
的
主
体
」
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
自
ら
の
働
き
と
、
そ
の
産
物
を
対

(16)

（

17) 

象
と
し
、
内
容
と
す
る
r
e
a
l
な
自
己
意
識
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
空
虚
」
な
、
「
最
も
貧
し
い
」
意
識
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
お
け
る
自
覚

(18) 

の
形
式
性
は
、
統
覚
が
「
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
我
が
客
観
と
し
て
与
え
ら
れ
る
直
観
」
と
し
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
点
に
由
来
す
る
。

カ
ン
ト
は
、
自
我
の
働
き
に
お
け
る
純
粋
な
自
己
意
識
を
、
直
観
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
故
に
、

(19) 

持
ち
え
ぬ
、
思
惟
の
先
験
的
主
体
と
し
て
表
象
さ
れ
る
X
」
と
し
て
、
自
己
の
反
省
の
外
に
置
い
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

覚
の
対
象
を
綜
合
統
一
す
る
仕
方
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
統
覚
の
働
き
そ
の
も
の
か
ら
、
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
判
断
表
か
ら
借

り
て
こ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
綜
合
的
統
一
を
前
提
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悟
性
の
綜
合

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
純
粋
統
覚
を
知
的
直
観
と
考
え
た
故
に
、

フ
ィ
ヒ

カ
ン
ト
は
、
統

カ
ン
ト
の
先
験
的
主
体
を
対
象
と
な
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何
か
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
。

る
と
、

つ
ま
り
、
そ
の
内
容
は
自
己
意
識
の
外
な
る

「
自
己
意
識
の
制
約
」

(I.
4
7
8
)

と
し
て
導
出
し
え
た
。
従
っ
て
、
ヤ
ン
ケ
の
指
摘

す
る
ご
と
く
、
対
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
「
自
己
意
識
の
根
本
的
な
働
き
(
G
r
u
n
d
h
a
n
d
l
u
n
g
)

(20) 
」
で
あ
り
、
知
的
直
観
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
、
静
止
せ
し
め
ら
れ
た
自
我
の
働
き
の
断
面
で
あ
る
。
そ
れ
故
‘
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
自
我
の
最
高
の
制
約
で
あ
る
事
行
の
う
ち
に
根
拠
を
有
し
、
事
行
を
原
理
と
し
て
、
自
我
の
働
き
か
ら
演
繹
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
先
験
的
主
体
は
、
純
粋
統
覚
を
介
し
て
、
意
識
の
可
能
性
の
形
式
的
制
約
で
あ
る
に
留
ま
っ
た
が
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
は
、
対
象
の
綜
合
統
一
の
仕
方

(
A
r
t
e
n
)

で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
内
に
有
す
る
事
行
な
る
純
粋
我
と
し
て
、
知
的

直
観
を
介
し
、
意
識
の
形
式
の
み
な
ら
ず
、
内
容
を
も
基
礎
づ
け
、
限
定
す
る
意
識
の
最
高
の
根
拠
と
し
て
、
哲
学
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
の
で

あ
る
。
絶
対
我
は
、
対
象
の
あ
り
方
で
も
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
自
ら
の
働
き
の
具
体
化
と
し
て
内
に
含
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
主
観
と

客
観
の
同
一
性
は
、
思
惟
と
存
在
の
同
一
性
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
、
あ
ら
ゆ
る
知
の
r
e
a
l
な
根
拠
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

テ
は
、
全
て
の
意
識
が
自
己
意
識
に
よ
っ
て
制
約

(
b
e
d
i
n
g
e
n
)

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
は
、
自
己
意
識
か
ら

導
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
自
己
意
識
に
よ
っ
て
限
定

(
b
e
s
t
i
m
m
e
n
)

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

「
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
意
識
は
、
自
己
意
識
に
よ
っ
て
の
み
制
約
さ
れ
る
。

ィ
ヒ
テ
は
、
純
粋
我
の
統
一
か
ら
、

フ
ィ
ヒ

フ
ィ
ヒ
テ
の
言
葉
を
引
用
す

（
中
略
）
知
識
学
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
意
識
は
自
己
意
識
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。

ま
り
、
意
識
の
う
ち
に
現
れ
る
全
て
は
、
自
己
意
識
の
制
約
に
よ
っ
て
、
基
礎
づ
け
ら
れ
、
与
え
ら
れ
、
導
来
さ
れ
る

つ

」

(I.
477)。フ

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
演
繹
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
己
意
識
を
、
全
て
の
意
識
の
制
約
の
み
な
ら
ず
、
限

定
根
拠
と
な
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
知
的
直
観
は
事
行
へ
の
直
観
で
あ
る
故
に
、
自
己
以
外
の
い
か
な
る
も
の
に
も
よ
ら
ぬ
自
己
能
動
性
、
自
由
へ
の
直
観
で
あ
り
、

し
え
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
先
験
的
主
体
の
働
き
か
ら
、
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反
省
に
お
い
て
、
自
我
は
、
自
己
自
身
に
よ
る
制
限
、

の
直
観
に
従
っ
て
有
限
で
あ
る

「
反
省
へ

理
念
へ
の
直
観
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
か
か
る
知
的
直
観
は
、

カ
ン
ト
に
お
け
る
道
徳
律
へ
の
意
識
で
あ
り
、

さ
れ
た
知
的
直
観
の
実
在
性
は
、
道
徳
律
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
う
る
と
考
え
た
。

カ
ン
ト
に
よ
っ
て
否
定

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
理
論
我
も
実
践
我

も
、
同
一
の
自
我
の
自
由
な
る
働
き
で
あ
り
、
自
我
の
自
由
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
両
者
は
、
自
我
の
自
由
の
根
拠
で
あ
る
事
行

る
哲
学
に
と
っ
て
、
唯
一
の
確
か
な
立
脚
点
で
あ
る
」

(I.
4
6
6
)

と
述
べ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知
的
直
観
と
、
自
己
の
内
へ
と
還
帰

す
る
理
論
我
及
び
、
自
己
の
外
へ
と
超
出
し
、
無
限
へ
と
向
か
う
実
践
我
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

自
我
の
自
己
を
対
象
と
す
る
無
限
な
能
動
性
に
対
し
、
知
的
直
観
と
共
に
新
し
い
反
省
が
生
じ
る
。
自
我
の
純
粋
能
動
性
は
、
自
己
ヘ

還
帰
す
る
能
動
性
で
あ
り
、
自
己
へ
の
反
省
の
働
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
省
は
、
反
省
す
る
も
の
と
、
反
省
さ
れ
る
も
の
と
の
対

立
を
有
し
て
い
な
い
反
省
で
あ
る
故
に
、
意
識
の
う
ち
に
現
れ
な
い
自
我
の
働
き
で
あ
る
。
か
か
る
純
粋
な
自
我
の
働
き
へ
の
直
観
を
介

し
て
、
自
我
の
働
き
は
、
自
己
自
身
に
対
し
て
対
象
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
、
自
我
の
働
き
は
、
限
定
さ
れ
、
制
限
さ
れ
る
。

「
私
が
私
を
措
定
す
る
か
ぎ
り
、
私
は
私
を
制
限
さ
れ
た
も
の
と
し
て
措
定
す
る
。
…
…
私
の
自
己
措
定
の
直
観
に
従
っ
て
…
。
私
は
こ

の
反
省
」

で
あ
る
新
し
い
反
省
を
可
能
な
ら
し
め
、

我
の
第
一
の
措
定
‘

」
(I.
4
8
9
)
。
か
か
る
知
的
直
観
を
介
し
た
、
自
己
自
身
に
よ
る
自
己
限
定
、
自
己
制
限
は
、

か
か
る
反
省
に
よ
っ
て
、
自
我
の
働
き
は
意
識
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
新
し
い

「
根
源
的
な
制
限
性
」

(I.
4
8
9
)

を
持
ち
、
有
限
な
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
自

「
自
我
は
端
的
に
自
己
自
身
を
措
定
す
る
」
に
は
、
自
我
の
無
限
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
措
定
に
お
い
て
、

自
我
は
い
か
な
る
制
限
を
も
有
さ
ず
、
自
ら
の
う
ち
に
全
実
在
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
措
定

す
る
も
の
と
措
定
さ
れ
る
も
の
と
の
間
に
、
反
省
す
る
も
の
と
反
省
さ
れ
る
も
の
と
の
間
に
、

及
び
、
事
行
へ
の
知
的
直
観
の
う
ち
に
共
通
の
根
を
有
し
て
い
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

い
か
な
る
対
立
も
存
し
な
い
。
そ
れ
故
、

か
か
る
知
的
直
観
を
、

「
知
的
直
観
は
、
あ
ら
ゆ
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を
立
脚
点
と
し
て
い
る
。

カ
の
い
か
な
る
意
識
も
な
い
」

(I.
2
7
8
)

。

限
を
介
し
、
自
己
の
内
へ
と
反
省
す
る
理
論
我
も
存
在
し
え
な
い
。

「
自
我
が
知
性
で
な
け
れ
ば
、
実
践
的
能

「
自
我
の
う
ち
に
実
践
的
能
力
が
な
け
れ
ば
、

い
か
な
る
知
性
も
可

我
は
、
理
念
と
し
て
意
識
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
）
。

（
知
的
直
観
に
よ
る
根
源
的
制
限
に
よ
っ
て
、
絶
対

か
か
る
自
己
措
定
の
働
き
は
、
経
験
的
意
識
の
う
ち
に
は
現
れ
ぬ
、
経
験
的
意
識
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
新
し
き
反
省
に
お
い
て
、
自
我
は
、

「
自
我
は
、
自
己
を
自
己
自
身
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
と
し
て
措
定
す
る
」
(
1
.
2
7
6
)
。

こ
の
第
二
の
措
定
に
お
い
て
は
、
措
定
す
る
自
我
と
措
定
さ
れ
る
自
我
の
差
異
は
対
自
的
で
あ
る
。

る
自
我
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
措
定
す
る
自
我
は
、
そ
の
措
定
の
能
動
性
が
反
省
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
無
限
で
あ
る
。
措
定
さ
れ
た
自
我
は
、

そ
の
制
限
が
反
省
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
有
限
で
あ
る
。
措
定
さ
れ
、
制
限
さ
れ
た
自
我
に
と
っ
て
、
自
己
を
措
定
す
る
自
我
は
、
自
ら
を
限

界
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
が
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
理
念
で
あ
る

知
的
直
観
を
介
し
、
自
ら
の
う
ち
へ
還
帰
し
、
自
ら
の
限
界
と
理
念
（
限
界
へ
の
反

省
に
よ
っ
て
、
理
念
は
生
じ
る
）
を
反
省
す
る
有
限
な
る
自
我
が
、
理
論
我
で
あ
り
、
理
念
を
実
現
せ
ん
と
し
、
自
ら
の
限
界
を
越
へ
て
、
無

限
な
る
も
の
へ
と
向
か
う
自
我
が
、
実
践
我
で
あ
る
。
知
的
直
観
に
よ
る
根
源
的
制
限
を
介
し
、
理
論
我
は
、
制
限
の
内
に
あ
る
自
己
を

•••••• 

対
象
と
し
、
実
践
我
は
、
制
限
を
越
へ
、
あ
る
べ
き
自
己
を
対
象
と
す
る
。
知
的
直
観
は
、
理
論
我
を
そ
の
限
界
へ
と
導
き
、
実
践
我
に

対
し
、
理
論
我
の
限
界
を
越
え
た
理
念
を
課
す
。
こ
の
よ
う
に
、
理
論
我
も
実
践
我
も
、
知
的
直
観
を
自
ら
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。

自
我
が
制
限
を
越
え
て
、
自
己
の
外
へ
出
て
ゆ
く
無
限
な
る
能
動
性
で
な
け
れ
ば
、
制
限
は
制
限
た
り
え
な
い
。
そ
れ
故
、

か
か
る
制

能
で
は
な
い
」
(
I
•
2
7
6
)

。
自
己
の
内
へ
と
反
省
し
、
自
己
の
限
界
と
理
念
を
、
「
自
己
の
内
に
お
い
て
、
自
己
に
対
し
て
(in
u
n
d
 f
i
i
r
s
i
c
h
)
 

」
明
ら
か
に
し
う
る
理
論
我
な
し
に
は
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
実
践
我
も
存
在
し
え
な
い
。

両
者
は
互
い
に
基
礎
づ
け
あ
い
、
限
定
し
あ
う
同
一
の
理
性
の
二
側
面
で
あ
り
、
知
的
直
観

し
か
し
、
同
時
に
両
者
は
同
一
な

自
己
自
身
に
対
し
て
自
己
を
措
定
す
る
。

つ
ま
り
、
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R
e
a
l
g
r
u
n
d
)
」

で
あ
る
。
自
我
は
、
非
我
を
措
定
す
る

知
的
直
観
に
よ
る
自
我
の
根
源
的
制
限
は
、
自
我
の
制
限
の
「
観
念
的
根
拠

(
I
d
e
a
l
g
r
u
n
d
)
」

の
必
然
性
」

(I.
4
8
9
)
 

で
あ
る
。
か
か
る
自
我
の
制
限
性
へ
の
反
省
、
す
な
わ
ち
、

定
に
関
係
す
る
こ
の
新
し
い
措
定
が
、
外
か
ら
の
影
響
に
自
ら
を
開
く
」
(I.
2
7
6
)

。

で
あ
り
、
自
我
の
「
制
限
性
一
般

定
さ
れ
た
と
し
て
措
定
す
る
」
と
い
う
第
二
の
措
定
が
、
自
我
に
と
っ
て
f
r
e
m
d
な
も
の
、
非
我
に
対
し
て
自
ら
を
開
く
。

り
、
制
限
へ
の
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
。
現
実
的
な
制
限
は
全
て
「
限
定
さ
れ
た
制
限
性

(
d
i
e
b
e
s
t
i
m
m
t
e
 
B
e
s
c
h
r
i
i
n
k
t
h
e
i
t
)

」

で
あ
る
。
自
我
の
制
限
一
般
の
必
然
性
の
根
拠
は
、
自
我
の
う
ち
に
、
知
的
寵
観
の
う
ち
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
制
限
が
現

自
我
性
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
」

(I.
4
8
9
)

。
か
か
る
限
定
性
は
、
自
我
に
と
っ
て
「
絶
対
に
偶
然
的
な
も
の
」

「
根
源
的
な
措

(
e
b
e
n
d
a
.
)
 
で
あ

り
、
そ
の
根
拠
は
自
我
の
外
に
あ
る
も
の
、
自
我
の
自
己
措
定
に
は
依
ら
ぬ
非
我
の
う
ち
に
、
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
我
は
、
知

的
直
観
と
い
う
「
生
と
意
識
の
原
理
」
と
そ
の
「
可
能
性
の
根
拠
」
を
有
し
て
い
る

(I.
2
7
9
)

。
し
か
し
、
生
と
意
識
を
現
実
的
た
ら

し
め
る
根
拠
は
、
自
我
の
う
ち
に
は
な
い
。
従
っ
て
、
自
我
は
そ
の
「
現
存
在
か
ら
見
れ
ば

(
D
a
s
e
i
n
n
a
c
h
)
」
、
非
我
に
依
存
し
て

い
る
(
I
.

2
7
9
)

。
自
我
は
、
現
実
的
な
意
識
、
現
実
的
な
生
で
あ
る
た
め
に
は
、
自
我
の
能
動
性
に
反
立
す
る
力
、
非
我
の
能
動
性
を
前

提
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
非
我
は
、
自
我
の
制
限
の
「
実
在
根
拠
（

こ
と
な
し
に
は
、
自
ら
を
制
限
さ
れ
た
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、
自
我
の
自
己
措
定
へ
の
直
観
に
よ
る

根
源
的
な
自
己
制
限
な
し
に
は
、
非
我
は
自
我
に
対
し
て
存
在
し
え
な
い
。
非
我
は
、
自
我
の
制
限
性
一
般
を
、
限
定
さ
れ
た
制
限
性
と

し
て
具
体
化
さ
せ
る
制
約
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

か
か
る
自
我
の
根
源
的
制
限
性
の
産
物
で
あ
る
。
観
念
根
拠
な
し
に
は
、
実
在
根
拠
も

実
的
な
特
定
の
制
限
と
な
る
根
拠
は
、
自
我
の
う
ち
に
は
な
い
。

「
制
限
一
般
の
限
定
性
は
演
繹
さ
れ
な
い
。

（
中
略
）
そ
れ
は
全
て
の

こ
の
制
限
性
一
般
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
か
ぎ

「
自
我
は
、
自
己
自
身
を
自
己
自
身
に
よ
っ
て
措
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系
の
う
ち
に
と
り
入
れ
、

限
定
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
行
は
、

い
か
に
し
て
無
限
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
物
自
体
を
自
ら
の
体

可
能
で
は
な
い
。
非
我
は
自
我
に
対
し
て
あ
る
こ
と
な
し
に
は
、
自
我
に
対
す
る
も
の
と
し
て
自
我
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
、

自
我
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
な
し
に
は
、
自
我
に
対
し
て
自
我
か
ら
独
立
し
た
実
在
性
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
我
も
ま
た
、

か
か

る
非
我
に
よ
る
制
限
な
し
に
は
、
現
実
的
な
実
在
性
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か
る
自
我
に
お
い
て
、
実
在
根
拠
と
観
念
根
拠
は

同
一
で
あ
る
。

「
観
念
的
で
あ
る
こ
と
な
し
に
は
、
自
我
に
と
っ
て
、
何
も
の
も
実
在
的
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
自
我
に
お
い
て
は
、
観
念
根
拠
と

実
在
根
拠
は
同
一
で
あ
る
」
(I.
2
8
0
)

。
自
我
に
お
い
て
、
措
定
す
る
こ
と
と
在
る
こ
と
と
は
同
一
で
あ
っ
た
。
観
念
根
拠
と
実
在
根
拠
の
同
一
は
、

か
か
る
自
我
の
本
質
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る

(I.
1
7
6
)
 

0

知
識
学
が
、
自
我
の
現
実
性
の
制
約
と
し
て
非
我
を
前
提
し
、
そ
の

か
ぎ
り
で
、
自
我
か
ら
独
立
し
た
力
を
非
我
に
認
め
る
か
ぎ
り
、
知
識
学
は
実
在
論
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
知
識
学
は
、
自
我
の
現
実
的
な

生
、
現
実
的
な
意
識
を
、
自
我
自
身
の
本
質
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
限
定
し
、
自
己
に
反
立
す
る
非
我
の
存
在
の
可
能
性
を
も
、
自
己
自

身
の
う
ち
か
ら
説
明
す
る
。
そ
の
か
ぎ
り
、
知
識
学
は
観
念
論
的
で
あ
る
。
自
我
の
本
質
で
あ
る
事
行
は
、
無
限
な
る
も
の
で
あ
り
、
無

と
呼
び
、
先
験
的
観
念
論
と
呼
ぶ
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
純
粋
意
識
で
あ
り
、

ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
で
あ
る
。

ア
プ
リ
オ
リ
な
る

事
行
に
よ
っ
て
、
限
定
さ
れ
た
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
る
経
験
的
意
識
を
基
礎
づ
け
、
限
定
せ
ん
と
す
る
知
識
学
は
先
験
的
で
あ
る
。

フ
ィ

テ
は
、
か
か
る
知
識
学
の
立
場
を
、
実
在
ー
観
念
論

(
R
e
a
l
,
 Id
e
a
l
i
s
m
u
s
)

、
あ
る
い
は
観
念
ー
実
在
論

(
I
d
e
a
l
,
 Re
a
l
i
s
m
u
s
)
 

カ
ン
ト
に
お
い
て
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
が
質
的
に
対
立
せ
し
め
ら
れ
、
両
者
の
間
に
越
え
え
ぬ
断
絶
が
置
か
れ
た
の
は
、

周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
が
先
験
的
観
念
論
の
領
域
の
中
で
、

い
か
に
し
て
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
と
の
間
に
横
た
わ
る
深
淵
に
架
橋
し
、
無
限
な
る
も
の
を
有
限

な
る
も
の
の
根
拠
た
ら
し
め
た
か
、
そ
の
能
力
は
自
我
の
い
か
な
る
能
力
で
あ
る
か
を
次
に
考
察
し
た
い
。
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二
つ
の
対
立
す
る
規
定
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、

一
方
で
は
、
自
我
が
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
限
界
概
念
と
し
て
（

「
有
限
な
存
在
者
に
よ
っ
て
単
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
認

同
時
に
対
し
て
あ
る
と
は
、

非
我
の
自
我
か
ら
の
独
立
性
を
示
す
。

非
我
は
、
そ
の
存
在
根
拠
を
自
我
に
よ
る
措
定
の
う
ち
に

物
自
体
は
、

カ
ン
ト
に
お
い
て
は
d
e
n
k
b
a
r
で
あ
る
が
、

e
r
k
e
n
n
e
n
b
a
r
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
d
e
n
k
b
a
r
で
あ
る
か
ぎ

り
、
物
自
体
は
自
我
に
対
し
て
あ
る
。
も
し
、
物
自
体
が
自
我
に
対
し
て
存
在
し
な
い
と
す
る
な
ら
、
か
か
る
も
の
は
自
我
に
と
っ
て
無

で
あ
り
、
自
我
を
触
発
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
自
我
を
そ
の
有
限
性
の
な
か
に
限
界
づ
け
る
こ
と
も
な
い
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
物

自
体
は
、
批
判
理
性
に
対
し
て
存
在
し
て
い
た
故
に
、
批
判
理
性
の
限
界
概
念
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
物
自
体
は
、
あ
る
い
は
非

（
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
物
自
体
と
非
我
は
同
一
線
上
に
あ
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、
物
自
体
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、

い
か
に

し
て
も
表
象
し
き
れ
ぬ
非
我
性
で
あ
る
）
、
自
我
に
対
し
て
の
み
存
在
す
る
。
非
我
が
自
我
に
対
し
て
在
る
と
は
、
自
我
に
よ
っ
て
と
ら
え

ら
れ
、
限
定
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
、

「
自
我
の
領
城
」
の
う
ち
に
あ
り
、
そ
の
「
表
象
法
則
」
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
(
V
g
l
.
1
.
2
8
9
)

。

は
有
さ
な
い
。
自
我
は
非
我
を
単
に
措
定
す
る
の
で
は
な
い
。
自
我
に
よ
る
非
我
の
措
定
は
、
単
な
る
措
定
で
は
な
く
、
自
己
に
対
す
る

「
反
立
(
E
n
t
g
e
g
e
n
s
e
t
z
u
n
g
)
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
我
に
と
っ
て
非
我
は
、

識
さ
れ
な
い
反
立
さ
れ
た
力
」

(I.
2
8
0
)

以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
自
我
が
非
我
を
介
し
て
産
出
す
る
表
象
は
、
非
我
を
介
し
て
具
体
化

さ
れ
た
自
我
自
身
で
あ
る
。
非
我
は
自
我
の
外
に
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
物
自
体
を
、
自
我
の
う
ち
に
あ
る
と
同
時
に
外
に
あ
る
と
い
う
、

そ
れ
故
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
は
超
越
的
観
念
論
か
ら
免
が
れ
う
る
）
、
他
方
で
は
、
非
我
に
よ
る
制
限
を
克
服
し
、
自
由
を
実
現
せ
ん
と

す
る
自
我
の
「
必
然
的
な
理
念
の
対
象
」

(I.
2
8
3
)

と
し
て
（
そ
れ
故
、
知
識
学
は
、
非
我
に
よ
る
自
我
の
制
限
を
限
定
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
独
断
的
実
在
論
と
は
異
る
。
自
我
の
制
限
は
、
か
か
る
制
限
を
越
え
ん
と
す
る
自
我
の
努
力
に
よ
っ
て
、
無
限
定
(
u
n
b
e
s
t
i
m
m
t
)

我
は

四
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「
物
自
体
の
自
我
に
対
す
る
か
か
る
関
係

従
っ
て
自
我
を
自
我
た
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
体
系
の
う
ち
に
と
り
入
れ
た
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
お

け
る
経
験
的
自
我
は
、
自
ら
の
限
界
を
克
服
せ
ん
と
す
る
努
力
に
お
い
て
成
立
す
る
。
自
我
は
、
本
質
的
に
実
践
的
で
あ
る
故
に
、
物
自
体

を
対
象
と
な
し
え
、
物
自
体
と
の
必
然
的
な
関
係
の
う
ち
に
置
か
れ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、

に
、
人
間
の
精
神
と
全
て
の
有
限
な
精
神
の
全
機
能
が
基
づ
い
て
い
る
」

(I.
2
8
3
)

。
そ
れ
故
、
物
自
体
は
、
自
我
の
事
行
と
共
に
、
あ

ら
ゆ
る
意
識
、
あ
ら
ゆ
る
生
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
自
我
の
内
に
あ
る
と
同
時
に
そ
の
外
に
あ
る
、
こ
の
「
矛
盾
せ
る
も

の」

(I.
2
8
3
)
 

で
あ
る
非
我
を
と
ら
え
る
能
力
が
「
生
産
的
構
想
力
」

(
e
b
e
n
d
a
.
)

で
あ
る
。
知
的
直
観
は
、
自
己
の
内
へ
還
帰
す
る
自

我
の
、
そ
の
働
き
へ
の
直
観
で
あ
る
。
自
己
自
身
を
対
象
と
し
、
直
接
的
な
主
観
と
客
観
の
同
一
性
で
あ
る
知
的
直
観
が
、
意
識
の
可
能

性
の
制
約
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
意
識
の
現
実
性
の
制
約
で
あ
る
非
我
に
関
る
構
想
力
は
、
意

識
の
具
体
的
な
内
容
を
産
出
す
る
能
力
で
あ
る
。
全
実
在
性
（
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
ぬ
自
由
な
る
能
動
性
）
を
有
す
る
事
行
は
、
構
想

(21) 

力
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
。
知
的
直
観
も
構
想
力
も
、
無
限
な
る
絶
対
我
に
関
る
、
そ
れ
自
身
無
限
な
る
能
力
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
者
は
自
己
へ
の
還
帰
に
よ
っ
て
、
後
者
は
自
己
か
ら
の
超
出

(
H
e
r
a
u
s
g
e
h
e
n
)

に
よ
っ
て
、
絶
対
我
を
と
ら
え
る
。

知
的
直
観
は
直
観
で
あ
る
故
に
、
絶
対
我
へ
の
「
一
度
の
包
括

(
U
m
f
a
B
e
n
a
u
£
e
i
n
m
a
l
)
」（

I.
2
8
1
)

で
あ
る
。

け
る
知
的
直
観
に
は
、
哲
学
者
の
導
き
の
糸
と
し
て
の
そ
れ
と
‘
絶
対
我
の
在
り
方
と
し
て
の
知
的
直
観
と
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
た
。
経

験
的
意
識
の
う
ち
に
は
現
わ
れ
ぬ
、
時
間
の
系
列
か
ら
自
由
な
絶
対
我
の
自
己
直
観
と
し
て
、
あ
る
い
は
純
粋
な
対
自
と
し
て
、
知
的
直

観
は
無
限
な
る
絶
対
我
を
内
容
と
し
て
い
る
。
か
か
る
知
的
直
観
に
お
い
て
、
全
て
は
一
な
る
も
の
の
う
ち
に
あ
り
、

に
無
限
へ
と
拡
大
さ
れ
る
）
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お

一
な
る
も
の
が
全

て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
的
直
観
は
、
自
ら
の
う
ち
に
、
い
か
な
る

f
r
e
m
d
な
も
の
も
有
さ
ず
、
自
己
自
身
の
う
ち
に
安
ら
っ
て
い
る
。

知
的
直
観
は
静
止

(
R
u
h
e
)
で
あ
る
。
か
か
る
知
的
直
観
が
哲
学
者
の
能
力
と
し
て
、
経
験
的
意
識
の
う
ち
に
現
れ
る
時
、
そ
れ
は
経
験
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の
形
式
で
あ
る
「
自
我
性
(
I
c
h
h
e
i
t
)

」
を
形
成
す
る
。

的
意
識
と
純
粋
意
識
と
の
間
の
瞬
間
的
な
「
橋
」
(
I
.
2
8
1
)

と
な
る
。
知
的
直
観
は
有
限
我
と
絶
対
我
を
瞬
間
に
お
い
て
、
直
接
に
媒
介

す
る
。
し
か
る
に
、
時
間
の
系
列
の
う
ち
に
あ
る
有
限
我
に
と
っ
て
、
か
か
る
知
的
直
観
が
有
す
る
内
容
は
無
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
知
的
直
観
は
u
n
d
e
m
o
n
s
t
r
i
e
r
b
a
r
で
あ
り
、
自
己
の
内
へ
反
省
す
る
各
人
の
う
ち
に
直
接
に
見
出
さ
れ
る
直
観
で
あ
る
。

従
っ
て
、
経
験
的
意
識
に
お
い
て
、
知
的
直
観
は
、
自
我
の
働
き
へ
の
自
己
直
観
と
し
て
形
式
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
故
、

ヒ
テ
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
経
験
的
意
識
の
う
ち
に
現
れ
る
知
的
直
観
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
が
意
識
の
可
能
性
の
制
約
と
呼
び
、

カ
ン
ト
の
純
粋
統
覚
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、

「
意
識
の
事
実
」
(
I
.
4
6
5
)

と
呼
ぶ
知
的
直
観
は
、

フ
ィ

カ
ン
ト
の
純
粋
統
覚
を
越
え
た
、
絶

対
我
を
背
景
に
有
す
る
、
絶
対
我
と
有
限
我
を
瞬
間
に
お
い
て
媒
介
す
る
無
限
な
能
力
と
し
て
の
知
的
直
観
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
か
か

る
知
的
直
観
は
、
経
験
的
意
識
に
お
い
て
は
、
非
我
の
表
象
を
産
出
し
つ
つ
、
自
己
の
う
ち
へ
と
還
帰
す
る
構
想
力
が
、
非
我
の
う
ち
に

「
自
己
を
失
う
」
こ
と
を
防
ぎ
、
構
想
力
に
よ
る
非
我
を
介
し
て
の
絶
対
我
の
構
成
を
導
く
。
か
か
る
も
の
と
し
て
知
的
直
観
は
、
自
我

有
限
な
る
自
我
は
、
有
限
で
あ
る
故
に
、
絶
対
的
な
も
の
を
自
ら
の
外
に
有
す
る
。
そ
れ
は
有
限
我
に
と
っ
て
、
物
自
体
で
も
あ
り
絶

対
我
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
絶
対
的
な
も
の
は
、
有
限
な
る
精
神
に
対
し
て
の
み
存
在
す
る
故
に
、
有
限
な
る
精
神
の
う

ち
に
存
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
想
力
は
、
有
限
な
る
精
神
が
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
か
か
る
「
循
環
(
N
i
r
k
e
l
)
」（
I
.
2
8
1
)

に
お
い
て
、
無
限
な
る
も
の
の
「
二
つ
の
対
立
す
る
規
定
の
中
間
に
揺
動
す
る
」
(
I
.
2
8
4
)

。

か
か
る
「
揺
動
」
（
S
c
h
w
e
b
e
n
)
(
I
.
 1
9
6
,
 

2
1
6
 e
t
c
.
)
に
お
い
て
、
構
想
力
は
有
限
な
る
も
の
と
無
限
な
る
も
の
を
媒
介
す
る
。
従
っ
て
、
構
想
力
は
、
知
的
直
観
が
静
止
で
あ
る
に

(22) 

対
し
、
対
立
し
あ
う
も
の
の
う
ち
に
お
い
て
働
く
揺
動
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ナ
ー
は
、
「
揺
動
と
は
理
論
的
な
努
力
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
構
想
力
は
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
の
中
間
に
揺
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
限
な
る
も
の
を
有
限
な
る
も
の
の
う
ち
に
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と
り
入
れ
ん
と
し
て
、
と
り
入
れ
え
ぬ
「
要
求
と
不
能
の
戦
い
」

(I.
2
2
5
)
 

拡
大
し
て
ゆ
く
努
力
で
あ
る
。
従
っ
て
、
構
想
力
は
「
一
方
か
ら
他
方
へ
の
上
昇
(
e
i
n
F
o
r
t
s
t
e
i
g
e
n
 
v
o
n
 
e
i
n
e
m
 

(I. 2
8
2
)

に
お
い
て
‘
無
限
な
る
も
の
を
実
現
し
て
ゆ
か
ん
と
す
る
。
構
想
力
は
、
か
か
る
無
限
な
る
も
の
へ
の
F
o
r
t
s
t
e
i
g
e
n
に
お
い
て
、

同
時
に
自
己
自
身
の
う
ち
へ
還
帰
し
、
自
己
に
対
し
て
自
己
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
他
者
を
介
し
て
の
自
己
の
本
質
へ
の
還
帰
は
、
知

的
直
観
を
根
拠
に
有
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
知
的
直
観
も
ま
た
、
構
想
力
に
お
い
て
自
ら
を
具
体
化
す
る
こ
と
な
し
に
は
無
で
あ
る
。

知
的
直
観
と
構
想
力
と
の
か
か
る
深
き
結
合
に
お
い
て
、
自
我
は
自
我
と
し
て
可
能
と
な
り
、
自
ら
を
自
ら
に
対
し
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
知
性
が
可
能
と
な
る
。
自
我
は
非
我
に
よ
っ
て
反
立
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
非
我
の
反
立
は
、
自
我
の
本
質
で
あ
る
自
己
措
定
の
能
動

性
か
ら
は
説
明
し
え
な
い
「
経
験
的
事
実
」

害
(
A
n
s
t
o
.
B
)
」

で
あ
る
。

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
か
か
る
非
我
は
、
自
我
の
能
動
性
に
と
っ
て
「
限
界
」

し
か
し
な
が
ら
、

か
か
る
障
害
は
、
自
我
の
無
限
な
る
能
動
性
に
対
し
て
生
じ
た
障
害
で
あ
り
、
そ
の
か

ぎ
り
自
我
の
「
一
切
の
関
与

(
N
u
t
u
n
)

な
し
に
」

(I.
2
1
1
,
2
1
2
 
etc.)
、
自
我
に
与
え
ら
れ
た
絶
対
的
な
限
界
で
は
な
い
。
む
し
ろ
自

我
の
能
動
性
が
無
限
で
あ
る
故
に
、
か
か
る
無
限
な
る
能
動
性
に
対
し
て
障
害
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
自
我
の
能
動
性
が
障
害
を
障
害
た

ら
し
め
、
か
か
る
障
害
を
越
え
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
は
現
実
に
無
限
な
る
能
動
性
た
り
う
る
。

け
れ
ば
障
害
な
し
。
逆
も
同
様
」

(I.
2
1
2
)

。
従
っ
て
障
害
は
、

自
我
は
本
来
、
無
限
な
る
能
動
性
で
あ
る
。
し
か
し
、

（
こ
れ
は
知

「
自
我
の
外
な
る
何
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
何
か
に
対
し
て
」
与
え
ら
れ

「
自
我
の
無
限
な
る
能
動
性
な 「障

z
u
m
 

で
あ
り
、
か
か
る
戦
い
に
お
い
て
、
自
ら
の
限
界
を
無
限
へ
と

も
っ
て
、
自
己
を
限
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
自
我
の
う
ち
に
は
、
自
己
自
身
に
よ
る
「
限
定
の
課
題
」
(
e
b
e
n
d
a
.
)

a
n
d
e
r
n
)」

で
あ
り
、

る
の
で
は
な
く
、
障
害
に
よ
る
限
定
は
、
動
的
な
自
我
の
自
発
性
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
(I.
2
1
1
)

。
障
害
は
自
我
が
能
動

的
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
障
害
た
り
う
る
。
従
っ
て
、
自
我
の
能
動
性
は
か
か
る
障
害
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
(
e
b
e
n
d
a
.
)

。

か
か
る
自
我
が
無
限
で
あ
る
た
め
に
は
、
自
我
は
無
限
で
あ
る
と
い
う
述
語
で
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で
あ
る
。
自
我
は
反
立
し
あ
う
主
観
と
客
観
を
、

か
か
る
自
己
を
限
局
す
る
能
動
性
は
、
限
界

「
限
界
を
措
定
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
結
合
し
、

は
、
自
我
が
満
た
す
特
定
の
領
域
か
ら
「
排
除
」

(
a
u
s
s
c
h
l
i
e
 B
e
n
)
さ
れ
、

か
か
る
自
己
限
定
に
よ
っ
て
、
主
観
と
し
て
の
自
我
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
か
か
る
自
己
限
定
に
よ
っ
て
、

自
我
で
な
い
も
の

「
障
害
な
け
れ
ば
、
自
己
限
定
な
し
」

(I.
2
1
2
)

。

こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
。
か
か
る
自
我
は
、

「
在
る
が
故
に
、
端
的
に
在
り
、
端
的
に
自
ら
で
あ
る
と

的
直
観
に
よ
る
根
源
的
制
限
性
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
）
が
存
し
て
い
る
。
有
限
な
自
我
に
よ
る
措
定
は
、

「
措
定
一
般
」

で
は
な
く
、
「
限
定
さ
れ
た
措
定

(
d
a
s
b
e
s
t
i
m
m
t
e
 S
e
t
z
e
n
)
」
で
あ
り
、
か
か
る
措
定
に
よ
っ
て
自
我
は
「
限
定
さ
れ
た
領
域
」

措
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(I.
1
9
1
)

。
か
か
る
限
定
さ
れ
た
措
定
に
よ
っ
て
の
み
、
自
我
は
自
己
自
身
を
認
識
し
う
る
。
し
か
し
、
か
か
る
自
己
自

身
に
よ
る
限
定
の
根
拠
は
、
自
我
の
本
質
の
う
ち
に
は
な
い
。
自
我
は
本
来
、

「
自
ら
が
措
定
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
己
を
、
自
ら
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も

の
と
し
て
措
定
す
る
」
(

I

.

9
8
)

。
そ
れ
故
、
自
我
は
自
ら
の
全
き
全
存
在
を
措
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
自
己
限
定

を
現
実
的
た
ら
し
め
る
制
約
は
、
自
我
の
能
動
性
に
対
し
て
生
じ
る
障
害
の
う
ち
に
あ
る
。「

外
化

(
e
n
t
a
u
B
e
r
n
)
」
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

客
観
と
し
て
の
非
我
が
可
能
と
な
り
、
互
い
に
存
在
の
根
拠
を
異
に
す
る
異
質
な
主
観
と
客
観
の
「
遭
遇

(
N
u
s
a
m
m
e
n
t
r
e
f
f
e
n
)
」が、

そ
し
て
両
者
の
反
立
が
、
そ
し
て
か
か
る
反
立
を
介
し
て
、
両
者
の
統
一
が
可
能
と
な
り
、
主
観
と
客
観
の
同
一
性
と
し
て
の
知
が
成
立

し
う
る
の
で
あ
る
。
自
我
に
対
し
て
生
じ
る
障
害
は
、
自
我
の
無
限
な
能
動
性
に
限
界
を
与
え
る
。
こ
の
「
限
局
」

(
B
e
g
r
e
n
z
u
n
g
)
 

に
よ
っ
て
、
自
己
限
定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
自
我
に
生
じ
た
か
か
る
限
界
は
、
観
念
根
拠
と
実
在
根
拠
が
同
一
で
あ
る
自
我
に

お
い
て
は
、
同
時
に
自
我
自
ら
が
措
定
し
た
限
界
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
限
界
は
、
反
立
し
あ
う
「
両
者
に
と
っ
て
共
通
な
も
の
」
(
1
.
2
1
3
)

る
。
従
っ
て
、
対
立
し
あ
う
も
の
を
総
括
す
る
と
は
、
限
界
を
措
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
総
括
(
N
u
s
a
m
m
e
n
f
a
B
 e
n
)
」す

を
越
え
た
能
動
性
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
自
己
の
限
界
を
越
え
、
無
限
局
な
も
の
へ
、
無
限
な
る
も
の
へ
と
出
て
ゆ
く
無
限
な
る
能
動
性

へ
と
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体
性
は
関
係
の
完
全
性
の
う
ち
に
あ
る
」

(I.
2
0
0
)

。

「総

な
る
能
動
性
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
再
び
A

+

B
は
A
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
）
。

従
っ
て
総
体
性
は
、

か
か
る
限
定
さ
れ
た
も
の
と

「
無
限
定
な
、
そ
の
か

で
あ
る
。
こ
の
、
自
己
を
限
局
し
、
同
時
に
限
局
を
越
え
て
無
限
な
る
も
の
へ
と
向
か
う
能
動
性
が
、
構
想
力
の
能
力
で
あ
る
。
構
想
カ

は
、
自
己
を
限
局
（
特
定
の
領
域
へ
と
自
己
を
措
定
す
る
）
し
、
同
時
に
か
か
る
自
己
限
局
を
介
し
て
、
限
局
の
外
に
「
無
限
定
な
領
域

」
を
措
定
す
る
。

(
A
を
主
観
B
を
客
観
と
す
れ
ば
、

A

+

B
が
A
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
）
。

で
あ
る
。
自
我
の
無
限
性
は
、

か
か
る
自
己
措
定
の
能
動
性
の
う
ち
に
あ
る
。
自
我
は
自
己
を
措
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
、

自
己
を
特
定
の
領
域
へ
と
措
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
端
的
な
自
己
措
定
に
よ
っ
て
、
措
定
さ
れ
た
自
我
の
領
域
は
、

満
た
さ
れ
た
領
域
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
総
体
性

(
T
o
t
a
l
i
t
a
t
)

を
有
す
る
領
域
」

(I.
1
9
2
)

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

己
措
定
に
よ
っ
て
、
自
己
の
外
に
無
限
定
な
領
域
が
外
化
さ
れ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
自
我
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、

ぎ
り
不
完
全
な
全
体
の
、
限
定
さ
れ
た
、
そ
の
か
ぎ
り
総
体
的
な
完
全
な
部
分
」

(I.
1
9
2
)
 

れ
る

(
A
+
B
が
B
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
）
と
、

A

は
も
は
や
総
体
性
で
は
な
い
。
し
か
し
、

総
体
性
は
、
限
定
さ
れ
た
も
の
と
未
限
定
な
る
も
の
が
織
り
な
す
か
か
る
関
係
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
。

（
従
っ
て
、

「
限
定
さ
れ
、

か
か
る
自

で
あ
る
。
か
か
る
無
限
定
な
領
域
が
反
省
さ

か
か
る
無
限
定
な
領
域
は
、
自
我
が
本

来
有
す
べ
き
領
域
で
あ
り
、
自
我
に
と
っ
て
「
可
限
定
的

(
b
e
s
t
i
m
m
b
a
r
)
」（

I.
1
9
5
,
 1
9
6
 
e
t
c
.
)

な
領
域
で
あ
る
。
自
我
は
、
無
限

無
限
定
な
る
も
の
と
の
、
相
互
の
「
関
係

(
R
e
l
a
t
i
o
n
)
」（
I.
1
9
8
)

か
ら
成
り
、
か
か
る
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
統
一
が
、
総
体
性

で
あ
る
。
か
か
る
関
係
に
お
い
て
、
A

t

り
自
我
は
‘
本
来
全
実
在
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
「
絶
対
的
な
限
界
」
を
与
え
、
A
+
B
‘
つ
ま
り
限
定

さ
れ
た
も
の
と
無
限
定
な
る
も
の
、
自
我
と
非
我
は
相
互
に
限
定
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
内
容
」
を
与
え
る
(
Vgl. 
I. 2
0
0
)

。
自
我
の

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
実
体
と
は
、
「
継
続
す
る
も
の
(
d
a
s
D
a
u
e
r
n
d
e
)
 

で
は
な
く
、
全
て
を
包
括
す
る
も
の
(
d
a
s
A
l
l
u
m
f
a
B
e
n
d
e
)
」（

I.
1
9
2
)
 

で
あ
り
、
「
単
な
る
交
換
(
e
i
n
b
l
o
 ,
 
.Ber 
W
 ec
h
s
e
O
」（

I.
2
0
4
)
 

自
我
は
無
限
な
る
自
己
措
定
の
能
動
性
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自
我
と
非
我
の
、
あ
る
い
は
非
我
を
介
し
た
自
我
の
自
己
自
身
と
の
、
自
我
の
内
容
と
形
式
と
の
「
交
換
」
を
、
構
想
力
は
自
ら
の
産
出

す
る
限
界
を
無
限
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
、
絶
対
我
を
「
部
分
的
に
(
z
u
m
T
e
i
l
)
」（
I
.
1
0
8
,
1
2
9
e
t
c
.
)
実
現
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。
で
は
、
可
限
定
性
を
介
し
た
綜
合
に
お
け
る
構
想
力
の
働
き
は
ど
の
よ
う
な
働
き
で
あ
る
の
か
。
こ
の
綜
合
に
お
い
て
、
構
想
カ

は
自
ら
の
産
出
す
る
限
界
の
う
ち
に
は
留
ま
ら
ず
、
限
界
を
産
出
す
る
と
同
時
に
そ
の
外
へ

構
想
力
は
限
界
の
う
ち
に
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
外
へ
と
移
行
し
、
限
界
の
外
に
あ
る
。

き
を
通
し
て
、
構
想
力
は
自
ら
の
内
と
外
と
に
揺
動
す
る
。
構
想
力
は
、
対
立
せ
る
も
の
の
間
に
現
れ
、
結
合
し
え
ぬ
も
の
を
結
合
す

る
能
力
で
あ
る
。
構
想
力
は
、
限
定
の
内
と
外
と
の
間
に
揺
動
し
、

bi I
d
e
n
)
能
力
で
あ
る
。
互
い
に
対
立
す
る
契
機
間
の
中
間
に
揺
動
す
る
と
は
、
自
己
限
局
に
よ
っ
て
自
己
の
領
域
か
ら
排
除
す

る
非
我
を
、
あ
る
い
は
無
限
を
、
あ
る
い
は
未
限
定
な
自
己
自
身
を
（
上
に
述
べ
た
関
係
か
ら
な
る
実
体
に
と
っ
て
は
、
限
定
さ
れ
た
自

り
、
か
か
る
自
我
と
非
我
は
、

で
あ
る
。
か
か
る
総
体
性
は
、
自
我
に
よ
っ
て
絶
対
的
限
界
が
与
え
ら
れ
て
い
る
故
に
、
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
未
限
定
な
も
の
と

無
限
定
な
、

し
か
し
可
限
定
的
な
も
の
と
の
相
互
関
係
か
ら
成
る
故
に
、

「
限
界
措
定
」
と
同
時
に
行
わ
れ
る
移
行
の
働

「
移
行
」

(
U
b
e
r
g
e
h
e
n
)

し
て
ゆ
く
。

「
限
定
さ
れ
た
可
限
定
性
(
d
i
e
¾
e
s
t
i
m
m
t
e

B
e
s
t
i
m
m
b
a
r
 ,
 

k
e
i
t
)
(
I
.
2
0
0
)

と
し
て
示
さ
れ
る
。
本
来
、
無
限
で
は
あ
る
が
、
自
ら
の
無
限
性
の
ゆ
え
に
限
定
さ
れ
た
る
有
限
な
る
も
の
で
あ
る
自

我
、
か
か
る
無
限
な
る
も
の
か
ら
、
そ
の
無
限
者
が
満
た
す
領
域
に
は
な
い
も
の
と
し
て
外
化
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
有
限
な
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
無
限
で
あ
る
べ
き
自
我
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
制
限
さ
れ
た
る
自
我
に
と
っ
て
は
無
限
な
る
も
の
で
あ
る
非
我
と
が
、
相

互
に
限
定
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
無
限
な
る
能
動
性
を
う
ち
に
有
し
た
有
限
な
る
自
我
は
、
可
限
定
的
な
る
非
我
を
限
定
せ
ん
と
し
て

限
定
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
限
界
の
外
に
未
限
定
な
る
領
域
を
措
定
す
る
。
そ
れ
故
非
我
は
ど
こ
ま
で
も
自
我
に
と
っ
て
未
限
定
で
あ

「
限
定

(
B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
)
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
可
限
定
性
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

か
か
る
揺
動
に
お
い
て
、
両
者
を
と
ら
え
、
両
者
を
一
に
す
る
(
e
i
n
s
-
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我
も
未
限
定
な
る
非
我
も
、

か
か
る
実
体
の
「
偶
性
」
で
あ
る
）
自
己
の
内
か
ら
排
除
し
て
し
ま
わ
ず
「
か
か
る
消
え
て
ゆ
く
偶
性
を
、

そ
れ
を
追
い
や
る
偶
性
と
一
致
さ
せ
る

(
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
n
)

ま
で

(
s
o
l
a
n
g
e
)

保
つ
」
(
V
g
l
.
1
.
2
1
5
)
こ
と
を
意
味
す
る
。
構
想
力
は
か

い
か
な
る
共
通
な
る
も
の
を
も
有
さ
ぬ
有
限
と

「
自
我
の
状
態
を
一
瞬
間
延
長
す
る
」
(
I
.
2
1
7
)

こ
と
を
介
し
、

無
限
を
遭
遇
さ
せ
、
限
界
措
定
に
よ
っ
て
結
合
す
る
。
構
想
力
は
、
自
我
の
状
態
を
一
瞬
間
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
を
無
限
で

「
自
我
の
自
己
自
身
の
う
ち
に
お
け
る
自
己
自
身
と
の
交
換
」
を
、
無
限
で
あ
ら

ん
と
し
て
あ
り
え
ぬ
「
自
己
自
身
と
の
戦
い
」
を
可
能
に
す
る
(
V
g
l
.
I. 2
1
5
)
。
か
か
る
構
想
力
に
よ
っ
て
、

の
を
結
合
せ
ん
と
し
、
今
は
無
限
な
る
も
の
を
有
限
な
る
も
の
の
形
式
の
う
ち
に
と
ら
え
よ
う
と
し
、
今
は
反
発
さ
れ
、
無
限
な
る
も
の

を
再
び
有
限
な
る
も
の
の
外
に
措
定
し
、
同
じ
瞬
間
に
再
び
そ
れ
を
有
限
性
の
形
式
へ
と
と
り
入
れ
よ
う
と
す
る
」
(
I
.
2
1
5
)
。

は
、
無
限
と
有
限
の
間
に
お
け
る
揺
動
に
お
い
て
自
己
自
身
を
再
構
成
し
て
ゆ
き
、
自
ら
の
限
界
を
無
限
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
き
、
無
限
へ
と

部
分
的
に
接
近
し
て
ゆ
く
。
構
想
力
に
よ
る
無
限
と
有
限
の
綜
合
は
、
自
ら
の
外
な
る
障
害
を
介
し
た
綜
合
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
有
限

者
の
側
か
ら
無
限
な
る
も
の
を
限
定
せ
ん
と
す
る
綜
合
で
あ
る
故
に
、
そ
の
綜
合
は
z
u
m
T
e
i
ー
に
の
み
実
現
さ
れ
、
自
我
は
ど
こ
ま
で
も

自
己
の
限
界
の
外
に
未
限
定
な
も
の
を
残
す
。
そ
れ
故
、
か
か
る
綜
合
は
「
こ
の
道
で
は
到
達
せ
ら
れ
え
な
い
限
定
の
理
念
」
(
I
.
2
1
6
)
 

で
あ
る
可
限
定
性
に
終
る
。
自
我
が
自
己
自
身
を
反
省
す
る
か
ぎ
り
、
反
省
す
る
自
我
と
反
省
さ
れ
る
自
我
の
分
裂
は
克
服
さ
れ
え
な
い
。

か
く
し
て
自
我
は
、
自
ら
の
外
な
る
非
我
を
限
定
す
る
こ
と
な
し
に
は
‘
事
行
な
る
自
我
の
統
一
を
回
復
し
え
な
い
。
自
我
の
内
と
外

と
に
、
有
限
と
無
限
と
の
間
に
揺
動
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
無
限
へ
の
z
u
m
T
e
i
l

な
接
近
を
実
現
し
て
ゆ
く
理
論
的
な
努
力
と
し
て
の
構

想
力
は
、
実
践
我
に
お
い
て
は
、
理
論
我
に
よ
っ
て
は
達
せ
ら
れ
え
ぬ
理
念
を
実
現
す
る
努
力
と
し
て
、
無
限
へ
と
進
む
。

こ
の
よ
う
に
、
構
想
力
の
無
限
と
有
限
の
綜
合
は
、
知
的
直
観
が
時
間
を
介
さ
ぬ
直
接
的
な
綜
合
で
あ
る
に
対
し
、
時
間
を
媒
介
と
し

あ
る
と
措
定
す
る
と
同
時
に
有
限
で
あ
る
と
措
定
し
、

か
る
揺
動
に
お
い
て
、

構
想
力

「
自
我
は
結
合
し
え
ぬ
も
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る
が
、

ま‘．．
 

五

（
一
七
九
五
年
）
に
お
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
、

「
有
限
な
る
も
の
か
ら
無
限
な
る
も
の
へ
の
道
は
存
在
し

(23) 

た
綜
合
で
あ
り
、
構
想
力
は
「
有
限
と
無
限
と
の
中
間
に
揺
動
す
る
」
(
I
,
2
1
6
)

こ
と
に
よ
っ
て
時
間
を
産
出
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ

「
単
な
る
純
粋
理
性
に
と
っ
て
は
、
全
て
が
同
時
で
あ
る
。
構
想
力
に
と
っ
て
の
み
時
間
が
存
在
す
る
」
(I.
2
1
7
)

。
か
か
る
構
想

力
に
よ
っ
て
、
時
間
の
系
列
の
う
ち
に
あ
り
、
時
間
を
介
し
て
実
現
さ
れ
う
る
現
実
的
自
我
の
意
識
と
生
と
が
可
能
と
な
る
。
構
想
力
は
、

「
そ
れ
の
み
が
生
と
意
識
を
、
そ
し
て
特
に
意
識
を
、
連
続
す
る
時
間
系
列
と
し
て
可
能
に
す
る
」

(I.
2
0
5
)

・
「
自
我
の
能
力
の
う
ち
、

最
も
驚
く
べ
き
能
力
」

(I.
2
0
4
)

で
あ
る
。

『
知
識
学
の
固
有
性
の
綱
要
』

な
い
が
、
限
定
の
能
力
に
よ
る
無
限
な
る
も
の
か
ら
有
限
な
る
も
の
へ
の
道
は
存
在
す
る
。
人
間
の
精
神
の
全
体
系
を
包
括
す
る
べ
き
知

識
学
は
、
こ
の
道
を
進
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
普
遍
的
な
も
の
か
ら
特
殊
な
も
の
へ
下
降
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
V
g
l
.
I. 3
3

3

)

と
述
べ
て
い

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
構
想
力
に
よ
る
綜
合
は
、
む
し
ろ
有
限
な
る
も
の
か
ら
無
限
な
る
も
の
へ
の
限
定
の

道
を
進
ん
で
い
る
。
無
限
な
る
も
の
に
よ
っ
て
有
限
な
る
も
の
を
限
定
す
る
た
め
に
は
、
構
想
力
が
絶
対
我
の
自
己
運
動
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
構
想
力
は
自
己
限
局
の
能
力
で
あ
り
、
自
己
限
局
を
介
し
て
自
我
を
無
限
な
る
も
の
に
遭
遇
さ
せ
る
無
限
な
る
能

カ
で
あ
る
が
、
そ
の
自
己
限
局
は
自
我
の
外
な
る
非
我
を
介
し
て
の
み
現
実
的
た
り
う
る
故
に
、
構
想
力
は
有
限
者
の
無
限
な
る
能
力
で

あ
る
。
そ
れ
故
絶
対
我
が
経
験
的
意
識
を
限
定
し
、
基
礎
づ
け
う
る
た
め
に
は
、
単
に
理
念
と
し
て
経
験
的
意
識
に
対
し
て
あ
る
の
で
は

な
く
、
絶
対
我
自
身
が
自
ら
を
否
定
し
有
限
化
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
対
我
は
、
否
定
の
契
機
と
な
る
非
我
を
、
単
に
自
ら

に
対
し
て
見
出
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
産
出
し
、
含
む
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
根
本
命
題
に
お
け
る
「
自
己
に
お
い
て
可
分

的
自
我
に
可
分
的
非
我
を
反
立
さ
せ
る
」

(I.
110)
自
我
は
、
そ
の
こ
と
を
果
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
我
を
反
立
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的
同
一
性
に
対
し
て
、

真
理
の
図
式
を
認
識
す
る
の
み
で
満
足
す
る
先
験
哲
学
を

さ
せ
る
反
立
の
働
き
は
、
事
行
な
る
自
我
の
自
己
措
定
の
働
き
の
う
ち
に
含
ま
れ
ぬ
、
自
我
に
と
っ
て
は
異
質
な
働
き
で
あ
る
。

「
そ
の
よ
う
な
措
定
（
反
立
）
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
意
識
の
事
実
に
よ
る
以
外
に
は
説
明
さ
れ
え
な
い
。
誰
も
そ
れ
を
理
性
根

拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
(I.
2
5
3
)

。
絶
対
我
は
対
自
存
在
で
あ
る
故
に
、
非
我
が
自
ら
に
現
れ
る
根
拠
（
自
ら
の
事

行
へ
の
反
省
）
を
自
ら
自
身
の
う
ち
に
有
し
て
は
い
る
が
、
反
立
さ
れ
る
非
我
の
存
在
の
根
拠
は
、
自
我
の
う
ち
に
は
な
い
。
非
我
は
、

自
我
に
と
っ
て
ど
こ
ま
で
も
自
ら
に
反
立
す
る
力
以
上
の
何
も
の
で
も
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
他
者
で
あ
る
。
自
我
は
他
者
を
介
し
て
自
己

を
否
定
し
、
自
己
を
有
限
化
す
る
の
で
あ
る
。
非
我
の
実
在
性
は
、
意
識
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
自
我
に
よ
っ
て
「
要
請

(
p
o
s
t
u
l
i
e
'

r
e
n
)
」（

I.
2
4
7
)

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
絶
対
我
は
、
経
験
我
の
い
か
な
る
努
力
に
よ
っ
て
も
到
達
し
え
ぬ
理
念
に
留
ま
り
、

(34) 

経
験
我
は
自
ら
の
根
拠
に
還
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
お
け
る
「
綜
合
の
不
完
全
性
」
に
対
し
て
、
ヘ

ー
ゲ
ル
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
「
最
高
の
綜
合
は
当
為
で
あ
る
。
I
c
h
g
l
e
i
c
h
 
I
c
h
は、
I
c
h
soll 
I
c
h
 
s
e
i
n
に
変
り
、
体
系
の
結
果
は

(25) 

そ
の
端
初
に
還
ら
な
い
」
と
批
判
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
当
為
は
「
存
続
す
る
反
立
」
を
意
味
し
、
「
絶
対
的
な
同
一
性
の
非
存

(26)

（

27) 

在
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
綜
合
は
、
決
っ
し
て
生
じ
え
な
い
「
結
合
へ
の
要
求
」
に
す
ぎ
ず
、
理
論
我
に
お
い

(28) 

て
も
実
践
我
に
お
い
て
も
最
高
の
統
一
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。
自
我
の
統
一
へ
の
努
力
は
「
無
際
限
な
前
進
」
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
指
適
す
る
ご
と
く
、

自
我
は
「
悪
無
限
」
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

(29) 

観
の
同
一
性
は
、
「
純
正
な
思
弁
の
原
理
」
で
あ
り
な
が
ら
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
か
か
る
原
理
を
自
我
の
う
ち
に
認
め
た
た
め
に
、
相
対
的
な

(30) 

同
一
性
で
あ
る
「
主
観
的
な
主
観
客
観
の
同
一
性
」
に
留
ま
り
、
絶
対
的
な
同
一
性
に
到
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
様
な
主
観

ヘ
ー
ゲ
ル
や
シ
ェ
リ
ン
グ
は
絶
対
的
観
念
論
の
立
場
か
ら
、
ま
た
ヤ
コ
ー
ビ
は
G
l
a
u
b
e
n
の
立
場
か
ら
、
物
自
体

を
残
し
、
真
な
る
も
の
そ
の
も
の
(
d
a
s

W
 ah
r
e
 
s
e
l
b
s
t
)
で
は
な
く
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
出
発
点
で
あ
る
主
観
—
客
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「
融
合

(
v
e
r
s
c
h
m
e
r
z
e
n
)
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
分
離
し
が
た
く
合
一
し
て
い
る
」

知
は
自
ら
に
対
し
て
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

あ
る
故
に
絶
対
的
に
あ
る
」

は
、
可
能
的
な
e
t
w
a
s
か
ら
自
由
で
あ
る
故
に
、

(31) 

ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
背
景
に
し
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

対
知
は
本
質
的
に
は
絶
対
我
と
同
一
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
絶
対
知
と
は
、

「
無
限
に
可
能
な
理
性
的
存
在
者
」
に
対
し
て

(
f
l
i
r
)

も
「
絶
対
的
な
妥
当
性
」
を
有
し
て

い
る
(II.
5
)

こ
と
を
「
一
目
で
見
渡
す
」

(
I
I
.
6

)

知
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
絶
対
知
は
、
知
の
普
遍
妥
当
性
を
直
観
す
る
知
で
あ
る
。

か
か
る
直
観
な
し
に
は
あ
ら
ゆ
る
知
は
知
と
し
て
成
立
し
え
な
い
故
に
、
絶
対
知
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
の
根
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
知
の

自
己
直
観
で
あ
り
、

絶
対
的
な
対
自
存
在
」

「
知
の
知
」

で
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
「
現
実
の
知
の
形
式
」

(II.
1

3

)

で
あ
る
。
か
か
る
も
の
と
し
て
絶
対
知

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
絶
対
者
を
構
成
す
る
二
つ
の
徴
表
を
絶
対
知
に
適
用
し
、
絶
対
知
を
「
絶
対
的
に
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

(II. 2
0
)

も
の
と
規
定
す
る
。
こ
の
絶
対
知
の
規
定
は
、
我
々
に
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
に
お
け
る
事
行
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
絶
対
知
と
絶
対
我
は
多
く
の
類
似
し
た
構
造
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
絶
対
知
は
絶
対
我
と
異

な
り
、
自
己
意
識
の
制
約
か
ら
、
そ
れ
故
自
己
に
反
立
す
る
非
我
か
ら
、
非
我
と
共
に
現
れ
る
有
限
と
無
限
の
質
的
な
対
立
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
る
。
絶
対
知
は
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
な
知
、
或
る
も
の
に
つ
い
て
の
知
を
基
礎
づ
け
る
普
遍
的
な
知
の
知
で
あ
る
故
に
、
自
ら
の
う

ち
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
多
様
を
有
し
て
い
る
。
か
か
る
絶
対
知
は
自
己
を
反
省
す
る
た
め
に
、
他
者
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
れ
故
、
絶
対

る
自
己
自
身
に
よ
る
「
絶
対
的
な
反
省
」

能
的
な
e
t
w
a
s
に
つ
い
て

(
v
o
n
)

も、

「
絶
対
者
で
は
な
い
が
、
そ
れ
自
身
、
知
と
し
て
絶
対
的
で
あ
る
」
(II.
2
2
)

。
そ
れ
故

「
自
ら
自
身
に
対
し
て
対
自
」
(II.
2
3
)

で
あ
る
。
か
か
る
絶
対
知
の
反
省
は
自
己
の
内
に
お
け

で
あ
る
。
絶
対
知
は
自
ら
自
身
の
存
在
の
う
ち
に
安
ら
う
と
同
時
に
、
自
ら
に
対
し
て
あ
る
「

(II. 3
0
)

で
あ
る
。
絶
対
知
に
お
い
て
は
、
対
自
（
自
由
）
と
存
在
と
が
相
互
に
滲
透

(
d
u
r
c
h
d
r
i
n
g
e
n
)
」
し
、

(II • 
3

1

)

。
そ
れ
故
、

そ
れ
が
あ
る
と
こ

「
或
る
も
の
に
つ
い
て
の
知
」
(II.10,

11 
e
t
c
)

が
r

可

一
八

0
一
年
に
「
絶
対
知
」

の
概
念
を
示
し
、
絶
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は
a
n
u
n
d
 
fiir 
s
i
c
h
に
は
知
の
う
ち
に
は
現
れ
え
な
い
。

場
は
、

そ
の
絶
対
者
へ
の
道
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
独
断
論
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
知
に
対
し
、
絶
対

(32) 

者
を
と
ら
え
え
ぬ
知
は
「
絶
対
知
で
は
な
く
、
制
約
さ
れ
た
知
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
絶
対
者
は
、

自
我
あ
る
い
は
知
へ
の
関
係
に
お
い
て
の
み
と
ら
え
う
る
も
の
で
あ
り
、
自
我
の
立
場
、
知
の
立
場
を
越
え
て
絶
対
者
を
思
惟
す
る
立

(33) 

「
明
証
(
E
v
i
d
e
n
z
)

」
を
有
さ
ぬ
体
系
で
あ
っ
た
。

有
限
な
理
性
的
存
在
者
に
と
っ
て
、
確
実
性
、
明
証
性
の
根
拠
は
、
自
我
あ
る
い
は
知
以
外
の
ど
こ
に
も
求
め
ら
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

に
と
っ
て
絶
対
者
と
は
、

「
知
の
存
在
と
非
存
在
の
間
に
揺
動
す
る
」

は
言
う
。

ろ
の
も
の
で
絶
対
的
に
あ
り
（
安
ら
え
る
存
在
）
、
あ
る
が
故
に
絶
対
的
に
あ
る
（
自
由
）
絶
対
知
は
、

F
r
e
i
h
e
i
t
 
u
n
d
 
d
e
s
 
S
e
i
n
s
)

で
あ
る
。

的
直
観
が
と
ら
え
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
知
的
直
観
は
、
知
の
「
純
粋
な
対

(
e
i
n
r
e
i
n
e
s
 
F
u
r
)
」（
II.
3
6
)

で
あ
り
、
「
そ
の
根
は
絶

対
知
そ
の
も
の
の
対
自
で
あ
る
」
(II.
3
7
)

故
に
、
絶
対
知
の
自
己
直
観
で
あ
る
と
同
時
に
絶
対
知
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
故
、
知
的
直
観
を
「
分
析
」
し
、

(
S
 i
c
h
v
e
r
m
c
h
t
e
n
)
の
間
に
、

「
存
在
と
自
由
の
合
一

(
V
e
r
,
 

フ
ィ
ヒ
テ
は
か
か
る
存
在
と
自
由
の
「
絶
対
的
同
一
性
」
(II.
3
6
)
 

「
汲
み
つ
く
す
」
こ
と
が
知
の
絶
対
的
反
省
の
仕
事
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
我
か
ら
絶
対
知
へ
の
移
行
は
、
そ
れ
は
同
時
に
構
想
力
の
立
場
か
ら
知
的
直
観
の
立
場
へ
の
移
行
で
あ
る
が
、
先
験
哲

学
の
範
囲
の
中
で
の
絶
対
的
観
念
論
へ
の
接
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

か
か
る
絶
対
知
に
お
い
て
も
、
知
の
「
絶
対
的
根
源

」
で
あ
る
絶
対
者
は
、
知
の
非
存
在
で
あ
り
、
知
は
自
ら
の
限
界
、
自
ら
の
非
存
在
を
介
し
て
自
己
の
絶
対
的
根
源
を
知
る
。

フ
ィ
ヒ
テ

「
知
は
そ
の
限
界
、
そ
の
非
存
在
を
見
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
絶
対
的
根
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

(II.
6
3
)

。
そ
れ
故
‘

自
己
の
絶
対
的
根
源
の
知
は
同
時
に
「
無
知
」

で
あ
り
、
絶
対
知
は
「
自
己
把
握
」
と
「
自
己
破
棄
」

(II. 5
1
)

。
か
か
る
揺
動
に
お
い
て
知
的
直
観
は
絶
対
者
を
と
ら
え
る
。
そ
れ
故
、
絶
対
知

「
知
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
知
の
絶
対
的
根
源
で
あ
り
、
そ
れ
故
知
の
非
存
在
」

(II.
6
3
)

で
あ
り
、
絶
対
者

e
i
m
g
u
n
g
 
d
e
r
 

を
知
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注
本
文
中
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
F
i
c
h
t
e
s

W
 
e
r
k
e
,
 h
r
s
g
.
 v. I• 

H
.
 F
i
c
h
t
e
,
 1
8
4
5
 ,
 46. 
に
よ
る
。

（
巻
数
は
ロ
ー
マ
数
字
、
ペ
ー
ジ
付
け
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。
）

了

1
)
H
e
i
m
s
o
h
t
h
,
 
H. 
,
 
F
i
c
h
t
e
•
M

目
c
h
e
n
,
1
9
2
3
,
 S
.
 89. 

5
2
)
 Heimsohth• 

H
.
 
,
 a. a. 0

.
 ,
 S.
 9
2
 

5
3
)
 
J
a
n
k
e
,
 
W. 
,
 
F
i
c
h
t
e
,
 B
e
r
l
i
n
,
 1
9
7
0
,
 S
 S.
 9
0
 ,
 91
 

了

4
)
J
a
n
k
e
,
 W. 
,
 
a. 
a. 
0
.
,
 S
S
.
 9
1
 ,

 93
 

(
5
)
 H
e
i
m
s
o
h
t
,
 H. 
,
 
a. a. 
0
.
 ,
S
S
.
 9
2
 ,
 93
 

(
6
)
 Heimsoht• 

H
.
 
,
 a

.
a
.
0
 :
 S
S
.
8
9
 ,
 90
 
J
a
n
k
e
,
 
W. 
,
 
a. 
a. 
0
.
,
 S. 7
0
 

(
7
)
 J
a
n
k
e
,
 
W. 
,
 
a. 
a. 
0
 ,ss. 7
5
-
7
6
 

(
8
)
知
識
学
は
無
限
な
る
も
の
か
ら
有
限
な
る
も
の
へ
の
道
を
進
む
が
、
無
限
な
る
も
の
に
よ
る
有
限
な
る
も
の
へ
の
限
定
は
、
無
限
な
る
も

の
の
自
己
限
定
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、
「
自
我
の
外
な
る
哲
学
者
の
反
省
」
に
よ
っ
て
、
自
我
の
本
質
で
あ
る
無
限
な
る
も
の
に
達
す
る
と

い
う
形
を
と
る
。
そ
れ
故
に
、
理
念
で
あ
る
絶
対
我
と
、
非
我
に
よ
り
反
立
さ
れ
る
自
我
と
の
断
絶
は
克
服
さ
れ
え
ず
、
ま
た
、
反
省
す

る
自
我
と
反
省
さ
れ
る
自
我
の
「
二
つ
の
非
常
に
異
る
系
列
」
(
I
•
4
5
4
)

は
合
致
さ
れ
え
な
い
。

6
9
)
 
H
e
i
m
s
o
h
t

は
こ
の
よ
う
な
知
的
直
観
を
、
「
決
し
て
対
象
的
に
は
把
握
さ
え
な
い
も
の
を
把
握
す
る
能
力
」

(
F
i
c
h
t
e
,
S. 9
7
)

と
呼

び、

J
a
n
k
e

は
「
自
我
の
内
奥
を
見
る
哲
学
者
の
目
で
あ
り
道
具
で
あ
る
」
(
F
i
c
h
t
e
,
S
.
1
5
)

と
呼
ん
で
い
る
。

の
我
々
に
と
っ
て
多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
有
限
者
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
有
限
者
を
し
て
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
の
限
界
ま
で
登
り
つ
め
さ
せ
、
か
か
る
ぎ
り
ぎ
り
の
限
界
を

介
し
て
、
無
限
者
と
の
対
話
を
可
能
な
ら
し
め
ん
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
は
、
先
験
哲
学
と
絶
対
的
観
念
論
と
の
架
橋
を

な
す
も
の
と
し
て
、
哲
学
史
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
を
失
い
、
も
は
や
絶
対
的
な
も
の
か
ら
は
出
発
し
え
ぬ
現
代



q顆惑心哀恒孟
Uぷ

e4一泊リE窓邸トa}L

(~
) 

K
a
n
t
 ,Kritik 

der 
Urteilskraft, A

u
s
g
a
b
e
 von -philosophischer 

Bibliothek, 197 4. 
S. 11 

(;::) 
Kant, Kritik 

der 
reinen 

Vernunft. B
1
3
2
 

心
）

Kant, a. 
a. 
0., B

1
3
7
 

(~
) 

Kant,a. a. 
0., B

1
3
2
 

(;:!:) 
Kant, a. 

a. 
0. ,

 
A
3
4
6
 

ぼ
）

Kant,a. a. 
0., B

4
0
8
 

(!:::) 
Kant,a. a. 

0., A
3
4
6
 

(~
) 

Kant,a. a. 
0., B

4
0
8
 

(~
) 

Kant,a. a. 
0., B

4
0
8
 

ぼ
）

Kant,a. a. 
0., B

4
0
8
 

（忠）
Janke, W

.
 ,

 
a. 
a. 
0. ,

 
S. 123 

(
~
)
泉
釦
声
醤
全

';:::,'\..L. 旦
俎
士
心
葉
蕊
埠
配
只
図

~..\.Jt,-辛
苔
’
ヽ
ロ
ー

-1--8把
逹
ャ
心

J知
v'
吾
嚢
8
~
惑

如
葉

批
釦

鯰
測

壬

1"'~
 や

I卜
'r,
=
'
—
山
釘
ゃ
堀
]
.
.
.
.
)
'
縫
逹
！
刈
胆
距
3
叡
這

I
如
后
澁
炉
ふ
心
＇
芯
絲
如
皿
器
旦
某
.
.
.
.
)
ヤ
笞
料
:
\
:
)
.
.
.
.
)
全
~
~
督
孟
垢

報
全
赳
辿
茎
走
隠
©
兵
や
~
~

心::;.'.:','"'炉
0

(Kroner, R. V
o
n
 K
a
n
t
 bis 

Hegel, Tiibingen, 1921, Bd. I
S
.
 449) 

（斜）
Kroner, R. ,

 
V
o
n
 K
a
n
t
 bis 

Hegel, Bd. I
 S. 449. 

ほ
）

Janke, W
.
 ,

 
a. 
a. 

0
.
,
 S
S
.
 156-158 

匹
荘
深
芯
料
⇒
母
・
～
以
謬
げ
心
は
誤
奎
.
.
.
.
)
'
誤
蒜
已
~
:
:
;
.
\
吋
罪
豆
測
モ
⇒
’
堂
室
如
「
抵
迄
.
.
\
.
)
.
.
.
.
)
臼
か
荘
~
-
w
8
如
叡

tl-\o

炉
J
匁
全
癌
擦
ぬ
菜
や

::;,~o

ば
）

G. W
.
 F. H

e
g
e
l
,
W
e
r
k
e
 
in 

zwanzig. Banden. S
u
h
r
k
a
m
p
 Verlag. Bd.II 

S. 61 

£9 



苫
（

忠
）

Hegel, a. 
a. 
0. ,

 
S. 68 

（菜）
Hegel,a. a. 

0
.
,
 S. 69 

（ほ）
Hegel ,a. a. 0. ,

 
S. 70 

啜
）

Hegel, ebenda. 

（ま）
Hegel, a. 

a. 
0. ,

 
S. 9

 

(
g
)
 
Hegel, a. 

a. 
0. ,

 
S. 69, 72 

etc. 

(;:;:;) 
J. 
G. Fichte, Briefwechsel, hrsg. von 

Schulz, H., 2
 Bii.nde. Hildesheim, 1967, 

Bd.11,Nr. 346 
(Jacobi an 

Fichte, 6. 
Mii.rz 

1799) 
（斜）

Schulz, H. ,
 

a. 
a. 
O., S. 335 (Schelling 

an 
Fichte, 3. 

0kt. 1801) 

（箆）
Schulz, H. ,

 
a. 
a. 
0., S. 323 (Fichte 

an 
Schelling, 31. M

a
i
 1801) 

(4啜
出

浣
盆

曲
）




